
1

３１９
１９６

＋１２３

出 生
死 亡

自然増減

転 入
転 出

社会増減

４３
８３

−４０
その他 　−５

人口増減の内訳

人 口
男
女

世帯数

７８，１９９
３９，０１１
３９，１８８
３４，６０９

（＋７８）
（＋３９）
（＋３９）
（＋８４）

（　）内は前月との比較

（2019.12. １現在）の動き
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※ご本人の希望により１名のお名前の公表を控えています。

3 令和２年１月１日号 2

―市政の発展に貢献された個人・団体を表彰―

令和元年度市政功労者表彰式

市
で
は
、
市
民
の
生
活
・
文
化
の
向
上
や
社
会
福
祉
の
増
進
な
ど
、
市
政
に

対
し
て
特
に
功
労
が
あ
り
、
他
の
模
範
と
な
る
人
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
11
月
22
日
に
市
役
所
で
、
市
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
市
長
が

表
彰
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

受
賞
者
（
敬
称
略・受
賞
者
名
簿
順
）

自
治
功
労

荒
井
　
克
巳
　
　
　
　
　
　
（
見
福
）

齋
藤
　
康
雄
　
　
（
児
玉
町
八
幡
山
）

筑
紫
　
善
一
朗
　
　
（
児
玉
町
児
玉
）

環
境
衛
生
功
労

片
桐
　
正
富
　
　
　
（
児
玉
町
太
駄
）

榊
田
　
義
夫
　
　
　
　
　
　
　
（
栄
）

平
野
　
辰
雄
　
　
　
（
児
玉
町
児
玉
）

眞
部
　
修
二
　
　
　
（
児
玉
町
児
玉
）

丸
山
　
勇
　
　
　
　
　
　
（
小
島
南
）

宮
﨑
　
秀
夫
　
　
　
　
　
　
（
前
原
）

赤
城
乳
業
株
式
会
社
　
　
（
深
谷
市
）

消
防
防
災
功
労

大
井
　
博
司
　
　
　
（
児
玉
町
児
玉
）

田
村
　
正
仁
　
　
　
（
児
玉
町
金
屋
）

中
林
　
久
仁
　
　
（
児
玉
町
児
玉
南
）

星
野
　
昌
宏
　
　
　
（
児
玉
町
宮
内
）

社
会
福
祉
功
労

遠
藤
　
美
奈
子
　
　
　
　
　
（
駅
南
）

齋
藤
　
京
子
　
　
　
　
　
（
日
の
出
）

種
村
　
朋
文
　
　
　
　
　
　
（
前
原
）

中
嶋
　
恭
子
　
　
　
　
　
　
（
若
泉
）

金
子
　
章
　
　
　
　
　
　
（
日
の
出
）

木
村
　
臣
良
　
　
　
（
児
玉
町
児
玉
）

教
育
文
化
功
労

井
上
　
健
治
　
　
　
　
　
　
（
北
堀
）

産
業
功
労

清
水
　
茂
則
　
　
　
（
児
玉
町
宮
内
）

武
政
　
恒
雄
　
　
　
（
児
玉
町
児
玉
）

福
島
　
清
次
　
　
　
（
児
玉
町
小
平
）

坂
上
　
佳
久
　
　
　
　
　
　
（
田
中
）

市
の
公
益
功
労

本
庄
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
　
（
駅
南
）

特
別
功
労

清
水
　
日
乃
　
　
　
　
　
（
日
の
出
）

本
庄
市
立
本
庄
東
小
学
校
（
日
の
出
）

▲受賞者を代表して謝
　辞を述べる齋藤　康
　雄 氏。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
令
和
2
年
の
輝
か
し
い

新
春
を
ご
健
勝
に
て
お
迎
え
の
こ
と
と
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
本

市
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
５
月
に
は
、
天
皇
陛
下
御
即
位
を

祝
う
「
改
元
奉
祝
の
集
い
」
が
実
行
委
員

会
に
よ
る
ご
尽
力
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
本
庄
ま
つ
り
で
巡
行
す
る
山
車
10
基

に
よ
る
お
囃は
や
し子
と
こ
だ
ま
夏
ま
つ
り
で
巡

行
す
る
神み
こ
し輿
４
基
に
よ
る
勇
壮
な
組
合
い

が
披
露
さ
れ
、
伝
統
文
化
の
初
共
演
を
一

目
見
よ
う
と
、多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
７
月
に
は
、
駐
日
ト
ル
コ
大
使
夫
人
が

来
訪
、
中
央
小
で
ト
ル
コ
料
理
の
給
食
を

一
緒
に
召
し
上
が
ら
れ
た
ほ
か
、
保
育
園

児
と
の
盆
踊
り
体
験
や
機
織
り
体
験
な

ど
、
市
民
と
の
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
・
ト
ル
コ
代
表

チ
ー
ム
の
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
は

惜
し
く
も
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の

他
、ト
ル
コ
語
講
座
や
料
理
教
室
の
開
催
、

ト
ル
コ
文
化
等
の
周
知
な
ど
、
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
６
月
、
交
通
安
全
知
識
や
正
し
い
自
転

車
の
乗
り
方
を
競
う
、
交
通
安
全
子
供
自

転
車
埼
玉
県
大
会
に
て
、
本
庄
東
小
が
団

体
の
部
で
連
覇
を
果
た
し
、
中
央
小
が
第

３
位
に
輝
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
個
人
の
部

で
も
、東
小
６
年
生
児
童
が
優
勝
、ま
た
、

２
位
か
ら
４
位
も
東
小
児
童
が
占
め
る
と

い
う
、
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
ら
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
８
月
の
全
国
大
会
で
は
、

東
小
が
団
体
・
個
人
と
も
に
県
勢
初
の
全

国
優
勝
を
果
た
す
と
い
う
偉
業
を
成
し
遂

げ
ま
し
た
。
昨
年
の
悔
し
さ
を
晴
ら
す
た

め
、
懸
命
に
努
力
し
た
そ
の
姿
勢
は
、
広

く
市
民
に
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
商
店
街
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
一
環
で
お
こ
な
う
、
ま
ち
ゼ

ミ
、
ほ
ん
じ
ょ
う
マ
ル
シ
ェ
や
本
庄
暮
ら

し
会
議
、
さ
ら
に
、
観
光
資
源
を
体
験
型

へ
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
し
た
「
本
庄
す
ま
い

る
日
和
」
な
ど
、
市
民
が
中
心
と
な
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち
づ
く
り
が
多
く
展
開
さ

れ
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
熱
意
が
ほ
と
ば

し
り
、
躍
動
す
る
姿
が
強
く
印
象
に
残
る

一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
10
月
、
台
風
19
号
が
関
東
を

直
撃
、市
内
で
も
土
砂
崩
れ
や
床
上
浸
水
、

住
宅
の
損
壊
な
ど
、
自
然
災
害
の
恐
ろ
し

さ
を
肌
に
感
じ
る
一
年
と
も
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
本
年
は
、
56
年
ぶ
り
に
日
本
で
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
開
会
式

に
向
け
て
、徐
々
に
鼓
動
が
高
ま
る
中
で
、

本
市
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
予
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
春
に
は
、「
本
庄
早
稲
田

の
杜
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
が
早
稲
田
リ
サ
ー

チ
パ
ー
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
内
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
本
市
と
早

稲
田
大
学
と
が
連
携
し
、
双
方
の
考
古
資

料
等
文
化
財
を
展
示
す
る
ほ
か
、
市
の
魅

力
を
内
外
に
発
信
す
る
文
化
の
拠
点
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
6
月
頃
に
は
、
本
庄
駅

南
口
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

が
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
す
で
に

多
く
の
人
で
賑
わ
う
新
た
な
観
光
物
産
品

販
売
所
の
ほ
か
、
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
や

ス
タ
ジ
オ
、
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
の
新
設
、
ト

イ
レ
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、
人
々
を
出

迎
え
る
「
ま
ち
の
顔
」
に
ふ
さ
わ
し
い
空

間
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
会
式
が
迫
る
、
7
月
9

日
に
は
、
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
を
出
発
地
と

す
る
聖
火
リ
レ
ー
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

本
年
も
「
世
の
た
め
、
後
の
た
め
」、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
さ
ら
な
る
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
重
ね
、
持
続
可
能
な
市
政
の
進

展
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
皆
さ
ま
の
、
よ
り
一
層
の
お
力
添
え

を
い
た
だ
き
た
く
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

年頭のごあいさつ年頭のごあいさつ
本庄市長　吉田 信解本庄市長　吉田 信解
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Information

募　集

▶女性限定

★児玉郡市農婚イベント事務局（埼玉ひびきの農業協同
　組合内） ☎ 24-７７１１・ soumu@hbki.st-ja.or.jp

　本庄市・美里町・神川町・上里町で『農業に生き
る男子』との素敵な出会いを探しに来ませんか。
●日時　３月７日㈯　午前10時30分～午後４時45分頃
●会場　埼玉ひびきの農業協同組合本店
　　　　（本庄市早稲田の杜１-14- １）
●対象　20 歳から 40 歳くらいの結婚願望のある独

身女性
●内容　本庄市・児玉郡の農業青年と苺の収穫体験

やスイーツ食べ比べなどで交流を深めるイ
ベント（お土産付き）

●定員　25 名程度
●費用	 3,000 円
●申込	 ２月 21 日㈮までに、電子メール又は電話

で事務局へ

イベント

▶はにぽんチャレンジ対象事業

★介護保険課☎ 25- １７２２

　「筋力や体力が落ちた」「転びやすくなった」など
の身体の変化が気になりませんか。介護予防や運動
について知識を深め、いきいきとした生活を送りま
しょう。
●日時　２月 21 日㈮　午後１時 30 分～３時
　　　　受付　午後１時～
●会場　早稲田リサーチパーク・コミュニケーショ

ンセンター３階レクチャールーム１
●講師　浅川　康吉　氏（首都大学東京教授）
●対象　65 歳以上の市内在住者
●演題　健康寿命をのばすコツ
　　　　～動こう！歩こう！出かけよう！～
●定員　100 名（先着順）　　●費用　無料
●申込　１月 14 日㈫から電話又は直接介護保険課

（市役所１階）へ

募　集

▶初心者歓迎

★障害福祉課☎ 25- １１２５・蕭 23- １９６３
syogai@city.honjo.lg.jp

　市では、手話言語条例を制定しています。手話に
親しみ、手話をコミュニケーションとして活用して
いただくことを目的に、手話講座を開催します。
●日時　１月 29 日から２月 19 日までの毎週水曜日

全４回　午後１時 30 分～４時 30 分
●会場　市役所職員厚生室（別棟２階）
●対象　初めて手話を学ぶ方（全４回に参加できる方）
●内容　手話を使った簡単なあいさつ、自己紹介、

日常会話など
●定員　25 名（先着順）　
●費用　無料（テキストを貸与）
●申込　１月 14 日㈫から 24 日㈮までに、氏名・

連絡先を明記のうえ、ファックス、電子メ
ール、電話又は直接障害福祉課（市役所１
階）へ

はじめての手話講座

介護予防講演会

募　集

▶ご協力ください

★体育課☎ 25- １１５２・蕭 25- １１９３
taiiku@city.honjo.lg.jp

　全国から本庄市を訪れるランナーと一緒に大会を
盛り上げる仲間を募集します。
●日時　４月 12 日㈰　午前７時～午後２時 30 分
※活動内容で終了時間が異なります。
●対象	 ３月 19 日㈭午後７時からシルクドームで

開催する事前説明会に必ず出席できる方
●内容	 走路係・完走証発行係・ドリンク配布係等
●定員	 50 名（先着順）
●用意	 スタッフジャンパー（過去に参加した方で

お持ちの方）
●申込	 １月 31 日㈮までに、氏名・住所・連絡先

を明記のうえ、ファックス、電子メール又
は電話で大会事務局（体育課内）へ

※詳細は大会公式HPをご確認く
ださい。

第24回本庄早稲田の杜クロスカン
トリー＆ハーフマラソン大会
ボランティア募集

農婚イベント参加者募集

ほんじょうインフォメーション

　第69回“社会を明るくする運動”～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチ
カラ～埼玉県作文コンテストにおいて本庄東小学校６年の大澤遼真さんの「心のブレ
ーキ」がさいたま保護観察所長賞を受賞しました。さらに大澤さんの作品は、県代表
として全国作文コンテストに出展し、全国保護司連盟理事長賞を受賞しました。

令和元年度
県民の日記念式典

　県では、毎年 11 月 14 日の埼玉県民の日に、さまざまな分野で
県民の模範となる功績を挙げられた方たちを表彰しています。市
内では次の皆さんが受賞しました。

知事表彰 シラコバト賞

須藤　成光　氏
（東五十子）

地方自治功労

元本庄市議会議員

記念絵画コンクール表彰作品 記念作文コンクール表彰作品

保健衛生功労

本庄市学校医

中神　誠一　氏
（児玉町八幡山）

大きなかまきりとこどもたち　　坂上　紗希さん（本庄西小２年）
かいこのフルーツがり　　　　　山本　柚希さん（共和小３年）
夜の学校　　　　　　　　　　　芦澤　菜々子さん（北泉小５年）
自然豊かな金鑚神社　　　　　　藤野　賢希さん（本庄南小６年）
水面に映る若泉公園　　　　　　伊藤　珠乃さん（本庄西中１年）

自転車王国
田毌神　こひろさん（本庄東小４年）

心のふれあいを
深める活動

加藤　アサ子　氏
（傍示堂）

宮島　貴美惠　氏
（万年寺）

健やかな心身を
育てる活動

住みよいふるさと
をつくる活動

間正　明彦　氏
（児玉町小平）

住みよいふるさとをつくる活動

上真下ボランティアグループ　ＫＶＧ
（児玉町上真下）

社会を明るくする運動　
全国作文コンテストで全国保護司連盟理事長賞

大澤　遼真さん
（本庄東小６年）



国保
　
平
成
30
年
度
　

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算
状
況

わたしたちの

★保険課☎ 25- １１１６

歳出　81億 5,249 万 3,724 円歳入　83億 1,437 万 7,487 円

県支出金　69.6%
57億 9,088 万 2,035 円	

保険税　22.6%
18億 7,630 万 3,444 円

市繰入金　6.1%
5億 441万 8,530 円

前年度繰越金　1.4%　	 	
1 億 1,621 万 9,113 円 その他の収入　0.3%	

2,655 万 4,365 円

歳入 歳出

保険給付費　69.6%	
56 億 7,140 万 8,793 円

国保事業費納付金　25.9%　
21億 1,098 万 462円

その他の支出　3.0%　
2億 4,671 万 1,460 円

総務費　1.5%　
1億 2,339 万 3,009 円	

　
歳
入
・
歳
出
の
主
な
項
目

　
歳
入
決
算
額
は
、
83
億
１
４
３
７

万
７
４
８
７
円(

前
年
度
比
15
．
０

％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
の
主
な
項
目
は
、
納
め
て
い

た
だ
い
た
保
険
税
が
22
．
６
％
、
県

支
出
金
が
69
．
６
％
、
市
か
ら
の
繰

入
金
が
６
．
１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
決
算
額
は
、
81
億
５
２
４
９

万
３
７
２
４
円
（
前
年
度
比
15
．
６

％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
の
主
な
項
目
は
、
医
療
費
の

支
払
い
に
充
て
る
保
険
給
付
費
が
69
．

６
％
、
国
保
事
業
費
納
付
金
が
25
．

９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１
人
あ
た
り
の
医
療
費
は
増
加

　
国
保
加
入
者
は
年
々
減
少
し
て
い

ま
す
が
、
高
度
な
医
療
等
の
影
響
に

よ
り
１
人
あ
た
り
医
療
費
は
前
年
度

に
比
べ
て
増
加
し
て
い
ま
す
（
棒
グ

ラ
フ
参
照
）。

　
国
保
制
度
を
維
持
し
、
安
定
し
た

運
営
を
続
け
て
い
く
た
め
に
、
加
入

者
の
皆
さ
ん
に
は
日
ご
ろ
か
ら
健
康

の
保
持
・
増
進
を
心
が
け
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

250

280

260

290

270

300

278 280 279

289

１人あたりの保険給付費の推移

H27 H28 H29 H30 （年）

（千円）

国保加入世帯数
　１１，４１５世帯
被保険者数
　１８，６０４人
（令和元年 12 月１日現在）

　
定
期
的
に
健
診
を
受
け
、
病
気
の

早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
努
め
て
重

症
化
を
防
ぐ
こ
と
は
、
何
よ
り
も
医

療
費
の
節
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
は
に
ぽ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ

２
０
１
９
（
健
康
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン

ジ
ポ
イ
ン
ト
事
業
）」
に
参
加
し
て

い
る
方
が
、
12
月
以
降
に
特
定
健
康

診
査
を
受
け
る
と
、
通
常
の
50
ポ
イ

ン
ト
に
加
え
て
、
ボ
ー
ナ
ス
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
20
ポ
イ
ン
ト
が
つ
き
ま

す
。
ま
だ
特
定
健
康
診
査
を
受
け
て

い
な
い
方
は
、
こ
の
機
会
に
受
診
し

て
ポ
イ
ン
ト
を
集
め
、
賞
品
と
交
換

し
ま
し
ょ
う
。

※
特
定
健
康
診
査
に
つ
い
て
は
健
康

推
進
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
へ
。

★
健
康
推
進
課
☎
24-

２
０
０
３

　
国
保
加
入
者
が
職
場
の
健
康
保
険

な
ど
に
加
入
し
た
場
合
、
国
保
を
脱

退
す
る
届
出
が
必
要
で
す
。

　
届
出
を
し
な
い
と
、
国
民
健
康
保

険
税
と
職
場
の
健
康
保
険
の
保
険
料

を
二
重
に
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　
脱
退
後
に
国
民
健
康
保
険
証
を
使

用
し
た
場
合
は
、
市
が
負
担
し
た
医

療
費
を
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
手
続
方
法

○
窓
口
の
場
合

　
国
民
健
康
保
険
証
と
職
場
の
健
康

保
険
証
を
保
険
課
（
市
役
所
１
階
）

又
は
支
所
市
民
福
祉
課
（
ア
ス
ピ
ア

こ
だ
ま
内
）
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

○
郵
送
の
場
合

　
職
場
の
健
康
保
険
証
の
コ
ピ
ー
を

用
意
し
、
そ
の
余
白
に
「
国
保
を
や

め
る
届
出
を
郵
便
で
行
い
た
い
」
旨

と
記
入
年
月
日
、
住
所
、
氏
名
、
昼

間
連
絡
が
取
れ
る
電
話
番
号
を
記
入

の
う
え
、
保
険
課
に
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
国
民
健
康
保
険
証
の
原
本

を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。
職
場
の
健

康
保
険
証
の
コ
ピ
ー
は
、
加
入
さ
れ

た
方
全
員
分
が
必
要
で
す
。

郵
送
先

　
〒
３
６
７-

８
５
０
１

　
本
庄
市
本
庄
３-

５-

３

　
本
庄
市
役
所
保
険
課

　
は
に
ぽ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、
健
康

で
元
気
な
生
活
が
で
き
る
「
健
康
寿

命
」
を
伸
ば
す
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
取

り
組
み
で
す
。
は
に
ぽ
ん
チ
ャ
レ
ン

ジ
に
参
加
し
て
、
積
極
的
に
健
康
づ

く
り
を
し
な
が
ら
ポ
イ
ン
ト
を
集
め

ま
し
ょ
う
。
集
め
た
ポ
イ
ン
ト
に
応

じ
て
賞
品
と
交
換
で
き
ま
す
。

●
実
施
期
間　

　
３
月
23
日
㈪
ま
で

●
ポ
イ
ン
ト
交
換
期
間　

　
３
月
23
日
㈪
ま
で

※
賞
品
交
換
は
３
月
31
日
㈫
ま
で
。

●
対
象　
20
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

●
参
加
方
法

①
市
役
所
等
で
配
布
し
て
い
る
ポ
イ

ン
ト
手
帳
を
手
に
入
れ
る　

②
ポ
イ
ン
ト
を
集
め
る

・
健
康
診
断
・
各
種
予
防
検
診
を
受

診
す
る

・
市
主
催
の
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業
に

参
加
す
る

・
健
康
づ
く
り
、
趣
味
の
集
ま
り
な

ど
を
「
は
に
ぽ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ

活
動
団
体
」
と
し
て
登
録
す
る

・
日
々
の
健
康
づ
く
り
活
動
を
〈
毎

日
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ー
ト
〉
に
記

録
す
る

③
集
め
た
ポ
イ
ン
ト
を
賞
品
と
交
換

す
る

●
担
当
窓
口　

保
険
課
、
支
所
市

民
福
祉
課
、
健
康
推
進
課

　

　
特
定
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
保
険
証
が
変
わ
っ
た
と
き
は
早
め
に
届
出
を

　
は
に
ぽ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
９
実
施
中

国
民
健
康
保
険
ガ
イ
ド

ポイント
手帳をゲ

ットしよ
う！

ポイントを集めよう！

賞品と
交換し

よう！

は
に
ぽ
ん
チ
ャ
レ

ン
ジ
２
０
１
９
の

詳
細
は
こ
ち
ら
▼
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Ｑ申告に必要なものは何ですか？

Ａ次の書類などを用意してください。
①マイナンバーカード又は通知カード及び身元確認の
できるもの（運転免許証など）
②印鑑
③所得がわかるもの
・給与所得、年金所得のある方･･･源泉徴収票
・事業所得(営業、農業）、不動産所得のある方･･･
事前に収支計算を済ませた収支内訳書
・配当所得、一時所得、雑所得のある方･･･年間取
引報告書、支払調書

④各種控除を証明できるもの
・社会保険料控除を受ける方･･･国民健康保険、国
民年金、介護保険、後期高齢者医療保険などの領
収書又は支払証明書
・生命保険料控除（一般、個人年金、介護医療）及
び地震保険料控除を受ける方･･･控除証明書

・寄附金控除を受ける方･･･領収書又は支払証明書
・医療費控除を受ける方･･･医療費控除の明細書
※セルフメディケーション税制による医療費控除の
特例の適用を受ける場合は、セルフメディケーショ
ン税制の明細書及び一定の取組を行ったことを明ら
かにする書類が必要となります（例　健康診断等の
結果通知表やインフルエンザ予防接種の領収書等）。　
※明細書の様式は、税務署、課税課（市役所１
階）、支所市民福祉課（アスピアこだま内）で配布
又は市ホームページからダウンロードできます。
・障害者控除を受ける方･･･身体障害者手帳、療育
手帳、精神障害者保健福祉手帳、障害者控除対象
者認定書

⑤所得税の還付を受ける方は、申告者本人名義の口座
が確認できる預金通帳など

　各税理士事務所において申告相談及び申告書の作
成を無料で行います。希望者は、事前に各税理士事
務所に電話連絡のうえ、ご利用ください。
※事前連絡の際に相談時間、必要書類等を確認して
ください。

●対象者　年収600万円以下の給与所得者で医療費
控除や住宅借入金等特別控除などの申告をする
方、及び年金受給者で確定申告が必要な方
●相談時間　午前９時30分～午後４時

★関東信越税理士会本庄支部☎22-７０９１

◆よくある質問

日程 税理士名 電話 事務所所在地 日程 税理士名 電話 事務所所在地

２月１日㈯
根岸　精一 21-２２３５ 五十子

２月８日㈯
小川　　輝 21-０８８８ 牧西

松本　和弘 33-０３１５ 上里町三町 菅野　幸夫 24-３６０２ 若泉
松本　純一 33-０３１５ 上里町三町 三澤　力男 25-７９８８ 朝日町

２月３日㈪
浅見　秀子 24-０６７９ 西富田

２月10日㈪
黒澤　祥一 33-１４１４ 上里町七本木

小池　裕太 22-３０７４ 本庄 田中　圭二 22-３７３３ 栗崎
柴﨑　　厚 22-０６０６ 栄 真々田　豊 71-４５２９ 東台

２月４日㈫
石田九洲男 21-６８５７ 本庄

２月12日㈬
須永　秀和 22-４８６７ 前原

野沢　一雄 34-２６９６ 上里町七本木 角谷　高之 22-５３７０ 駅南
三沢　俊之 21-２８００ 朝日町 吉澤　政志 71-９９４５ 上里町勅使河原

２月５日㈬
木村　睦子 23-１１２０ けや木 ２月13日㈭ 田村　幸一 71-７８０８ 下野堂
松木　正則 34-０３０７ 上里町七本木 塚本　雅俊 71-４９１０ 上里町七本木
目時　　悟 33-８８５９ 上里町金久保

２月14日㈮
青木　貴子 22-３４９１ 南

２月６日㈭
田村加代子 33-８８５９ 上里町金久保 入　　敏明 71-７７９２ 千代田
塚本　富雄 76-０６８４ 美里町下児玉 藤井　桂一 21-３６２５ 見福
宮田　昌代 33-２７６４ 上里町七本木

２月15日㈯
池田　敦司 71-７９０１ 西富田

２月７日㈮
小暮眞一郎 33-２１４１ 上里町勅使河原 岩堀　　薫 21-１６７８ 朝日町
多賀谷　実 21-７８７１ 見福 山下　政信 72-１３１７ 児玉町吉田林
松本　悦子 24-１９６５ 若泉

 令和元年分所得税確定申告
 税理士による無料税務相談をご利用ください

Ｑ収入や所得がなくても申告は必要ですか？

Ａ収入や所得がなくても次のいずれかに該当する方は、
市民税・県民税申告が必要です。
　・16歳以上の国民健康保険加入者とその世帯主
　・後期高齢者医療制度の被保険者とその世帯主
　・介護保険被保険者とその世帯主及び世帯員
　・市営住宅及び県営住宅入居者（中学生以下は除く）
　・所得・課税証明書が必要な方

Ｑ収入が公的年金のみです。申告は必要です
か？

Ａ所得税の還付を受ける場合は確定申告が必要です。
また、公的年金の収入が400万円以下で公的年金以
外の所得が20万円以下の場合は、確定申告は不要で
すが、公的年金以外の所得がある場合や、源泉徴収
票に記載されている控除以外に各種控除を追加する
場合は市民税・県民税申告が必要です。

Ｑ医療費控除を受けたいのですが必要な書類は何ですか？
市で作成してもらえますか？

Ａ「医療費控除の明細書」が必要です。市では明細書
の作成は行いません。事前に診療を受けた人ごと、
医療機関ごとに累計し、明細書を作成してください。
なお、健康保険や生命保険の制度等からの補てん金
分は、医療費から差し引かれます。

※医療費の領収書や、その他のお預かり不要の各種証
明書等はお返ししますが、明細書の記入内容の確認の
ため提示又は提出を求める場合がありますので、確定
申告期限等から５年間自宅等で保管してください。ま
た、医療保険者が発行する医療費通知を添付すること
で、明細の記入を省略できます。

早めの準備でお早めに
市民税・県民税申告
　今年も税の申告時期が間近になりました。早めに準備をして、期限内の申告に
備えましょう。
　「令和２年度市民税・県民税申告」と「令和元年分所得税の確定申告」（還付申
告などの簡易な申告のみ）の申告相談を行います。

所得税の還付を受ける方へ
所得税の還付申告書は、１月６日㈪から本庄
税務署又は e-Tax（電子申告）で提出できま
す。申告会場は大変混み合いますので、所得
税の還付申告をする方はご活用ください。
　また、税理士による無料税務相談もご利用
ください。

　日程・会場
　　①２月13日㈭～19日㈬　　　アスピアこだま

　　②２月20日㈭～３月16日㈪　市役所６階大会議室

　時　間
　　午前９時～正午、　午後１時～４時

　※土・日・休日を除く。ただし３月１日㈰のみ実施します。

　※地区ごとの申告日程は広報２月号に掲載します。

　　　　　　　　　　　★課税課市民税係☎25-１１２３
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皆さんのご意見を募集します皆さんのご意見を募集します
第２期本庄市子ども・子育て支援事業計画（案）第２期本庄市子ども・子育て支援事業計画（案）
　
市では、子どもの教育、保育、子育て支援に関する総合的な計画の策定を進めています。この度、計画 (案 )
がまとまりましたので、この案に対する皆さんのご意見を募集します。

募集期間　１月９日㈭～２月10日㈪
閲覧場所　子育て支援課（市役所２階）、支所市民

福祉課(アスピアこだま内)、はにぽんプラザ、図
書館(本館、児玉分館)、市ホームページ
閲覧時間　各閲覧場所の開庁・開館時間
意見を提出できる方
　①市内在住・在勤・在学者
　②市内に事務所又は事業所を有する方
　③市税の納税義務を有する方
　④この事案に利害関係を有する方
意見の提出方法　
　所定の用紙（各閲覧場所で配付又は市ホームペー
ジからダウンロード）に必要事項を記入のうえ、直
接又は郵送、ファックス、メールで提出先へ

意見の提出先
　郵送　〒３６７-８５０１
　　　　本庄市本庄３-５-３
　　　　本庄市役所子育て支援課
　　　　蕭25-１１４５
　　　　　 kosodate@city.honjo.lg.jp　　
意見の取り扱い
　意見に対する考え方及び修正案は、内容を公表し
ます。類似の意見は取りまとめて公表します。住
所、氏名等は公表しません。また、意見に対する個
別の回答は行いません。

　
★子育て支援課☎25-１１４３

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
ス
マ
ホ
で
申
告

　
１
月
か
ら
、
２
か
所
以
上
の
給
与
所

得
が
あ
る
方
、
年
末
調
整
が
済
ん
で
い

な
い
方
、
年
金
収
入
や
副
業
等
の
雑
所

得
が
あ
る
方
な
ど
、「
ス
マ
ホ
専
用
画

面
」
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方
の
範
囲

が
広
が
り
ま
す
。

　
簡
単
で
大
変
便
利
で
す
の
で
、
令
和

元
年
分
の
確
定
申
告
書
の
作
成
は
、
ぜ

ひ
、
ス
マ
ホ
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
作

成
し
た
申
告
書
は
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
送

信
（
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
し
て

送
信
又
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

使
っ
て
送
信
）、
又
は
印
刷
し
て
郵
送

に
よ
り
提
出
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
税
務
署
で
発
行
を
受
け
た
Ｉ

Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
、

ス
マ
ホ
専
用
画
面
で
申
告
書
を
作
成
す

る
際
に
、
申
告
に
必
要
な
情
報
と
併
せ

て
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
す
れ
ば
、

簡
単
に
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
、
ス
マ
ホ
専
用
画
面
か
ら

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な

い
方
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
で
発
行
し

て
お
り
ま
す
。
確
定
申
告
に
向
け
て
事

前
取
得
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
Ｉ
Ｄ・パ
ス
ワ
ー
ド
の
取
得
の
際
は
、

運
転
免
許
証
な
ど
の
顔
写
真
付
き
の
本

人
確
認
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
は
暫
定

的
な
対
応
で
す
。
お
早
め
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
を
お
願
い
し
ま
す
。

消
費
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
へ

　
消
費
税
の
確
定
申
告
書
を
作
成
す
る

に
は
、
令
和
元
年
10
月
１
日
以
降
の
取

引
に
つ
い
て
、
売
上
げ
や
仕
入
れ
等
を

税
率
（
軽
減
税
率
８
％
・
標
準
税
率

10
％
）
ご
と
に
区
分
し
て
記
帳
す
る
な

ど
の
経
理
（
区
分
経
理
）
を
行
っ
た
帳

簿
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
元
年
分
か
ら
は
、
消
費

税
確
定
申
告
書
を
作
成
す
る
に
は
、
区

分
経
理
を
行
っ
た
帳
簿
に
基
づ
き
、「
課

税
取
引
金
額
計
算
表
」
の
作
成
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
消
費
税
の
仕
入
税
額
控
除
の

適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、
区
分
経
理

に
対
応
し
た
帳
簿
や
受
け
取
っ
た
請
求

書
な
ど
の
書
類
を
保
存
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

★
本
庄
税
務
署
☎
22-

２
１
１
１

　
自
動
音
声
案
内
の
「
２
」
を
選
択

税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

確定申告

狭あい道路とは・・・
　幅員４m未満の道で、一般交通の用に供されてい
るもの。その中でも、建築基準法の基準時以前から
建築物が立ち並んでいる幅員４m未満の道で、特定
行政庁が指定したものを建築基準法第42条第２項道
路と呼び、建物等の新築・建替え等の際には道路の
中心線から２mの後退（セットバック）が必要とな
ります。

狭あい道路の拡幅整備を推進しています

　施工不良などが原因で生じる欠陥住宅に関するトラブルを未然に防止し、より安全で快適に暮らすために、建
築主の皆さんは次のルールを知っておきましょう。

　狭あい道路は、私たちが日常生活をしていくうえで、通行上、環境衛生上の問題があるばかりでなく、地震や
火災などの災害時には消防、救急活動に支障をきたします。市では「本庄市道路後退用地整備要綱」を制定し、
市民の皆さんのご協力のもと、狭あい道路の拡幅整備を進めています。

▶工事監理者を定めましょう
　施工不良などが原因で生じる欠陥住宅に関するトラブ
ルを未然に防止するために、住宅の工事全体について、
建築士の資格を持つ専門家がきちんとチェックをするこ
とが重要となります。
　住まいづくりでは、建築士の資格を持つ「工事監理
者」を選任することが法律により定められています。工
事監理者は、建築主の代理人として設計図書どおりに工
事が行われているかを確認する重要な役割を担っていま
すので、建築主は必ず工事監理者を定めてください。

▶狭あい道路沿道の皆さんへ　
　建物や塀の新築・建替え等の際は、次のどちらかの道路
後退部分の手続きを必ず行ってください。手続きをしてい
ただくと、市が道路後退部分の整備と維持管理を行います
（後退済みで手続きを行っていない場合はご相談ください）。

①道路後退部分を分筆登記し、市に寄附する。
※分筆登記費用に対し、一定要件を満たすことで上限15万
円の補助金を交付する制度があります。
手続窓口：道路管理課（市役所２階）☎25-１１３５
②道路後退部分を公共用道路として無償使用すること
　の承諾書を提出する。
※道路後退部分の固定資産税・都市計画税が非課税となり
ます。
手続窓口：建築開発課（市役所２階）☎25-１１４０

※本庄市立地適正化計画に定める居住誘導区域で、道路後退
用地内の古い建物等の除却等に対する補助制度（上限50万
円）があります。詳細は、道路管理課へお問い合せください。

▶すでに道路後退が済んでいる皆さんへ
　過去に道路後退した部分に塀を再度設置したり、プランターなどを置いたりすると、災害時の避難経路の確保や消
防・救急の活動に支障をきたすことになります。道路後退部分には通行の障害となる物を置かないでください。狭あ
い道路の幅員を４mにすることは、災害に強く住みよいまちづくりのために大変重要なルールです。皆さんのご理解
とご協力をお願いします。

▶完了検査を受けましょう
　工事が完了したときには、建築主は完了検査の申請
をすることが法律により定められています。この検査
は、建築確認申請に基づき正しく工事が完了し、安全
な建物であるかの確認を行う大事な検査ですので、必
ず検査を受けてください。検査員が建物を検査し、建
築基準法に適合していれば「検査済証」を交付します。
★建築開発課☎25-１１４０
　熊谷建築安全センター(熊谷県土整備事務所内）　
　☎０４８–５３３–８７７６

狭あい道路のセットバックイメージ

既存の建物

セットバック部分

２ｍ
狭あい道路狭あい道路

２ｍ

すみ切により見通しが良くなります敷地と道路の境界線

建て替えられた建物 建て替えられた建物

既存の建物

中
心
線

中
心
線

建築主の皆さんへ
安心して暮らせる住まいを建てるために
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【購入方法】

市有地を売却します

番号 所在・地番 面積（㎡） 最低売却価格 用途地域等

①  朝日町３丁目 15 番 15 237.21 12,690,735 円
 市街化区域内　第二種中高層住居専用地域
 （建ぺい率 60%・容積率 200%）

②  朝日町３丁目 15 番 16 237.20 14,801,280 円
 市街化区域内　第二種中高層住居専用地域
 （建ぺい率 60%・容積率 200%）

③  小島２丁目 15 番７ 188.18 6,097,032 円
 市街化区域内　第一種中高層住居専用地域
 （建ぺい率 60%・容積率 200%）

④  万年寺２丁目７番７ 165.42 5,144,562 円
 市街化区域内　第二種住居地域
 （建ぺい率 60%・容積率 200%）

⑤  万年寺３丁目 22 番３ 366.59 11,400,949 円
 市街化区域内　第二種住居地域
 （建ぺい率 60%・容積率 200%）

⑥  下野堂３丁目６番 18 165.01 5,577,338 円
 市街化区域内　第一種低層住居専用地域
 （建ぺい率 50%・容積率 80%）・第一種住居地域
 （建ぺい率 60%・容積率 200%）

⑦  児玉町児玉南４丁目３番３ 336.62 6,025,498 円
 非線引き区域　第一種低層住居専用地域
 （建ぺい率 40%・容積率 80%）

⑧  児玉町児玉字内並木 2466 番６ 488.57 8,696,546 円
 非線引き区域　第一種住居地域
 （建ぺい率 60%・容積率 200%）

▲① ②

▲⑥

▲⑤▲④

▲③

位　置　図

仲介手数料不要 !!
★財政課☎ 25- １１６５

　売却先は、入札によって決定します。購入を希望する
方は、入札参加申込みをしてください。入札参加申込み
をしないと入札に参加できません。
■入札参加申込
　申込書に必要事項を記入のうえ、必要書類を添えて、
１月 10 日㈮から２月 17 日㈪までに、財政課（市役所３
階）へ
■入札・開札日時
　２月 26 日㈬　午後１時 30 分～

※入札前までに、入札保証金の支払いが必要です。
※入札締め切り後、直ちに開札します。
■入札・開札場所　市役所職員厚生室（別棟２階）
■落札者の決定方法
　市の定めた最低売却価格以上で、最も高い価格の入札
者を落札者として決定
■仲介手数料　不要
※入札参加要領等の関係書類は、財政課で配布していま
す。また、市ホームページからもご覧いただけます。 ▲⑦ ▲⑧

万
年
寺

ふ
れ
あ
い
公
園

飯
玉
神
社

児玉小学校

②

①
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ホストタウン応援コラム
駐日トルコ共和国大使より功労賞授与

Vol. ８

みなさんメルハバ（こんにちは ) ！
応援コラムの第８弾は、令和元年 10 月に駐日トルコ共和国メルジャン大使から
功労賞が授与されましたので、その様子をお伝えします。

　10 月 29 日、東京都渋谷区にある駐日トルコ共
和国大使公邸で開催された建国 96 周年記念レセ
プションにおいて、トルコ共和国のハサン・ムラ
ット・メルジャン特命全権大使からホストタウン
としての交流を通じてトルコの認知に貢献したと
して、功労賞が授与されました。
　今回が第１回目となるこの功労賞は、トルコと
日本の友好親善関係の発展に寄与した団体等に贈
呈されるもので、ホストタウンとして、5 人制サ
ッカー（ブラインドサッカー）トルコ代表チーム

の応援や学校給食でのトルコ料理提供、市民総合
大学におけるトルコ語講座など、さまざまな取組
みに対して評価いただいたものです。
　本庄市の他にも澤田浩日本製粉代表取締役会
長（日本・トルコ協会会長を歴任）、夏野修富山
県砺

と な み
波市長（トルコ・ヤロバ市との姉妹都市締結

30 周年）が功労賞を受賞されました。
　ホストタウンとしては、本庄市が全国で初めて
授与していただいたことを励みとし、これからも
トルコとの交流を進めていきます！

～ホストタウンとして初めての受賞～

メルジャン大使のコメント

　本庄市の皆さま、メルハバ！トルコ大使のハサン・ムラ
ット・メルジャンです。
　皆さまのホストタウンとしての取組み、そしてトルコへ
の思いにはいつも感銘を受けております。来年のオリンピ
ック・パラリンピックの際には、はるばる日本にやってく
るトルコ人選手の応援をぜひよろしくお願いしますね。
　オリパラが終わっても本庄市は、我々の心のホストタウ
ンであり続けるでしょう。皆さまと近いうちにお会いでき
ることを祈って、、、ギョルシュルズ（またね）！

本庄市長のコメント

　全国初となる「功労賞」の授与、誠にありがとうご
ざいます。大変にうれしく思っております。私たちも、
トルコの皆さまよりいただいた心温まるお言葉やおも
てなしの数々に、大変感銘を受けております。本庄市
がトルコのホストタウンとなって、はや１年。今後も
トルコ文化等の周知に努めるとともに、両国の関係発
展と幸せのため、さらに励んでまいります。
　東京２０２０オリンピック・パラリンピックでは、
日本とトルコをみんなで応援しましょう。

★オリンピック・パラリンピック支援室☎25‐１６１５

令和２年１月１日号 1415

回 収 場 所 日　程 時　間 問合せ先

アスピアこだま １月５日㈰
２月２日㈰ 午前９時〜11時 ハートtoハート

(佐久間さんち）
☎22‐９３００ 本庄市役所 １月19日㈰ 午前９時〜11時

午後１時〜３時
本庄南公民館
※布類回収も実施 １月11日㈯ 午前９時〜11時 佐久間さんち

☎22‐９３００
就労継続支援Ｂ型事
業所「佐久間さんち｣
　( 本庄高校北側）

１月17日㈮ 随時受付 ポノポノ
☎23‐２１９５

集団資源回収予定表　＜回収品目は古紙類・缶類です＞

※天候等の理由で変更になる場合もありますので、各団体にご確認ください。

■令和元年 10 月分のごみの量（ｔ）

可燃ごみ 2,599.26　不燃ごみ 127.81　
有害ごみ 0.38　　　資源ごみ 24.20
合計 2,751.65
前年同月の全体量より 0.002％減少し
ました（1 人 1 日当たりのごみ排出量
約 0.028 ｇ減少）。引き続き、ごみの
減量化・資源化に更なるご協力をお願
いします。

　家庭の廃棄物を排出するときに、法令に定める許可を持たない
回収業者に依頼すると、廃棄物が適正に処理されなかったり、高
額な処理料金を請求される恐れがあります。粗大ごみを排出する
場合は、以下の方法を利用するなど正しく処分してください。
・小山川クリーンセンターへ自己搬入　
・市の粗大ごみリクエスト収集へ申し込み
・市の一般廃棄物収集運搬許可業者（市ホームページで確認でき

ます）へ依頼
※テレビ、エアコン、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥機は、
家電小売店又は市へご相談ください。

ECガイド

彩の国エコぐるめ
協力店大募集
　全国的な問題となっている食品ロス。事業者の方
のちょっとしたアイディアが、食品ロス削減の先駆
けになるかもしれません。
　埼玉県では、食品ロスや食品廃棄物を減らす取組
みを実施している事業者を、彩の国エコぐるめ協力
店として県ホームページで紹介しています（例　宴
会等における食べきりの呼びかけ、量り売りやハー
フサイズなどのお客様の要望に沿った量での提供）。
　素敵なアイディアをお持ちのあなた、
まずはエコぐるめ協力店に登録して
みませんか？
★埼玉県資源循環推進課（エコぐるめ担当）
　☎０４８‐ ８３０‐ ３１０３

無許可の回収業者にご注意ください

★環境推進課☎ 25‐ １１７２

冬のライフスタイル
キャンペーン
　埼玉県では、暖房や給湯などでエネルギー使用量が
増える冬に、省エネで地球温暖化防止を呼びかける「冬
のライフスタイルキャンペーン」を実施します。
　キャンペーンでは、室温 20℃でも快適に過ごせる
よう衣服の着方を工夫する「ウォームビズ」の実践、
ＬＥＤ照明への交換、簡単なチェックシートを活用し
て１日エコライフに取り組む「エコライフＤＡＹ」へ
の参加などをお願いしています。エコライフＤＡＹの
参加用紙は環境推進課（市役所 4 階）、支所環境産業
課（アスピアこだま内）で配布しています。
　この冬も無理のない省エネ・節電にご協力ください。
★環境推進課☎ 25‐ １２４９



令和２年１月１日号 1617

ほっとひと息、ホットな話題　　 Hot Space　
まちかどＳｎａｐ

でんごん広場      
みなさんの情報交換の場

メディカルエアロビクス　主催
メディカルエアロビクス

　エアロビクスを通じて医学的に
障害の多い部位を健康的に動かせ
るように運動します。
日時　１月 25 日㈯・２月８日㈯・　　　　
　　　22 日㈯　午後４時～５時
会場　はにぽんプラザ
費用　無料　定員　各回30名
申込　予約不要。当日直接会場へ
問合せ　福島☎ 24- ２１７５

児玉郡市リズム＆なわとびクラブ 主催
定期発表会 2020

日時　１月26日㈰　
　　　正午～午後３時
会場　市民文化会館
費用　無料　
申込　予約不要。当日直接会場へ
問合せ　妹尾☎090-8105-7847

　　＝行事案内行

祝百賀

消防協力者への感謝状

木村　キチさん
（栄）

　市内在住で大正８年生まれの木村キチさんがめ
でたく１００歳を迎えられました。
　大正・昭和・平成・令和と４つの時代を歩んで
こられた木村さんに吉田市長からお祝いの「寿
状」が贈られました。

行

食事からデザートまで会場には本庄の「食」が集まった

イルミネーションの点灯は午後５時～10時

ほんじょう食まつり～ HONJO FOOD FESTIVAL ～

「食」から本庄を好きになって

１月13日㈷まで毎日開催

マリーゴールドの丘イルミネーション

トルコ料理を食べよう ! プロジェクト
サバ（鯖）サンドをいただきます！

不屈の努力を続ける人を表彰
第13回塙保己一賞表彰式・記念コンサート＆トーク

　本庄の「食」を通して本庄を知ってもらい、もっと好き
になってもらおうと、１2 月７日にほんじょう食まつり～
HONJO FOOD FESTIVAL ～が開催されました。会場で
は、市内に店舗を持つ飲食店など2０店舗が出店し、自慢のメ
ニューを提供しました。また、武蔵青嵐太鼓や本庄南京玉す
だれ会がパフォーマンスを披露し、会場を盛り上げました。

　本庄の冬を彩るマリーゴールドの丘イルミネーションが１１
月23日から点灯が始まりました。昨年人気だったドーム型イ
ルミネーションは輝く羽の新装飾になり、さらに新たなオブ
ジェなどでフォトスポットが増え、昨年よりも規模が格段に
パワーアップしました。会場に訪れた人たちは写真や動画を
撮り、冬の思い出を収めていました。

　本庄市がホストタウンとして交流を進めているトルコ共和
国の文化を身近に感じてもらおうと１2月３日～５日、１2日に
市立小中学校の給食でトルコ料理「サバサンド」が提供され
ました。サバサンドはトルコのイスタンブール名物で、屋台
などでも販売され、国民に親しまれている郷土料理の一つで
す。サバサンドを初めて食べる児童も多く、異国の食文化に
興味を示していました。　　

　障害がありながらも、不屈の努力を続け顕著な活躍をして
いる方や、障害者のために貢献をしている方に贈られる「塙
保己一賞」。１2月１4日にセルディで表彰式が行われ、大賞を
生駒芳久氏、奨励賞を石田由香理氏、片岡亮太氏、貢献賞を
株式会社名取製作所が受賞しました。
　表彰式の後には、全盲のシンガーの大石亜矢子氏と第１2回
塙保己一賞奨励賞を受賞した弁護士の大胡田誠氏による記念
コンサート＆トークが開催され、訪れた人も一緒に歌った
り、手拍子をしたりと楽しんでいました。

「サバサンドを食べるのは初めてだけどおいしい」と感
想を話してくれた（金屋小学校）

受賞者は下段左から株式会社名取製作所、生駒芳久氏、
石田由香理氏、片岡亮太氏

大賞受賞の喜びを語る生駒氏 記念コンサート＆トークの最後は大石氏
と大胡田氏によるピアノとギターの演奏
も披露された　

受賞者挨拶で喜び

本庄農業女子プレゼンツ　クリスマスマルシェ
本庄産の野菜・花の魅力アピール

　９月１日に小島南３丁目地内で
建物火災が発生した際、出火建物
に隣接し延焼を始めたアパートの
２階で助けを求めている入居者を
２名救出した功績に対し、１０月3０
日に児玉郡市広域消防本部は、火
災現場における人命救助に協力し
たとして、市内在住の酒井和彦さ
ん、村田真悟さんに消防協力者感
謝状を贈呈しました。

　　　酒井　和彦 さん　村田　真悟 さん

行

　１2月１8日、本庄農業女子によるクリスマスマルシェが市役
所市民ホールで開催されました。このマルシェは、地元産の
野菜や花を身近に感じてもらいたいと企画され、昨年に続き
２回目の開催となりました。訪れた人たちは、野菜のおいし
い食べ方や、花の手入れ方法などを本庄農業女子のみなさん
に教えてもらいながら買い物を楽しんでいました。 クリスマスにちなんでおそろいの帽子をかぶり野菜など

を販売する本庄農業女子のみなさん
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聖火リレーと「陸船車」
　昨年の12月17日、東京2020オリンピック聖火リレーの
コースと聖火ランナーが発表されました。本庄市では７
月９日にはにぽんプラザをスタートし、中山道を東に進
み市街地を抜け、藤田地区を通って滝岡橋までがコース
となります。
　実はこのコースは、聖火ランナーだけでなく、一部、
自転車が走ることになっています。
　なぜ自転車なのか、それは、本庄市が自転車発祥（自
転車機能の発明）の地であることにスポットが当たった
からなのです。
　この由来ですが、江戸中期に北堀村（現在の本庄市北
堀）の庄田門弥が「陸船車」と呼ばれる足こぎペダル式
の自転車機能を持つ車を発明し、これが時の将軍(八代将
軍吉宗であろうと推察)に上覧されたことが、近年の研究
で明らかになっています（本庄市歴史民俗資料館研究紀
要第４号 平成20年３月）。
　私も平成20年４月の市長コラムでこの研究発表を紹介
しました。その後この歴史的事実は少しずつ世の中に認
知されてきましたが、現在に至っても、まだまだ地元で
すら知らない方が多いのが実情です。

　この度、国、県、市をはじめ、多くの関係者のご尽
力で、庄田門弥のこの陸船車をオリンピック聖火リ
レーをきっかけとして大きく世に出そうという運びに
なったことは、本庄市長としてまことに喜ばしい限り
です。
　実はこの陸船車、先ほど紹介した平成20年の研究紀
要の発表後に、NPO法人本庄まちNETの皆さんが古
文書を手がかりに復元を試み、足こぎペダルで動かす
木製の車を、手作りで製作していただきました。
　本年７月９日の聖火リレーでは、この復元陸船車が
製作から約10年の時を経て活用されます。また昨年の、
聖火リレーコースと内容の発表の際には、新聞、テレ
ビ等の報道で全国的にも取り上げられました。
　改めて、陸船車の研究そして復元に取り組み、光を
当てていただいた全ての関係者の皆さまに、心から御
礼申し上げます。
　本年のオリンピック・パラリンピックの成功と、自
転車発祥の地本庄のPRが全国的に大きく明るい話題
になりますよう、祈っております。

令和２年１月１日号 1819

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
販

売
期
限
は
2
月
28
日
㈮
で
す

　
お
手
元
に
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
購
入
引
換
券
を
お
持
ち
の
方
で

ま
だ
購
入
し
て
い
な
い
方
は
、
期

限
を
過
ぎ
る
と
購
入
が
で
き
ま
せ

ん
。
お
早
め
に
お
買
い
求
め
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
購
入
引
換
券
の
交

付
申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

販
売
期
限　
２
月
28
日
㈮
ま
で

販
売
場
所　
市
内
各
郵
便
局
（
平

日
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま

で
。
本
庄
郵
便
局
と
児
玉
郵
便

局
に
限
り
午
後
５
時
ま
で
）

※
購
入
す
る
方
（
郵
便
局
へ
行
く

方
）
の
身
分
証
明
書
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

★
商
工
観
光
課
☎
25-

１
６
３
７

（
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
専
用
）・

☎
25-

１
１
７
５

「
２
０
２
０
年
農
林
業
セ
ン
サ

ス
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
農
林
業
の
国
勢
調
査
と
い
わ
れ

る
「
２
０
２
０
年
農
林
業
セ
ン
サ

ス
」
が
全
国
で
一
斉
に
実
施
さ
れ

ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
今
後
の
農
林
業

の
政
策
に
役
立
て
る
た
め
に
５
年

ご
と
に
実
施
さ
れ
る
極
め
て
大
切

な
調
査
で
す
。

　
調
査
員
が
対
象
農
家
や
会
社
等

を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
農
林
業
の

経
営
状
況
な
ど
の
聞
き
取
り
や
調

査
票
記
入
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

調
査
方
法　
農
林
業
関
係
者
や
会

社
等
へ
調
査
員
証
を
所
持
し
た

調
査
員
が
訪
問
し
、
調
査
対
象

に
な
る
か
否
か
を
聞
き
取
り
に

よ
り
判
定
。
調
査
対
象
と
な
っ

た
場
合
、
調
査
票
等
を
配
布

調
査
期
間　
１
月
中
旬
～
２
月
中

旬
★
農
政
課
☎
25-

１
１
７
６

市
役
所
本
庁
舎
・
児
玉
総
合

支
所
の
自
動
販
売
機
設
置
事

業
者
を
募
集

　
市
で
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
の

市
役
所
本
庁
舎
・
児
玉
総
合
支
所

（
ア
ス
ピ
ア
こ
だ
ま
内
）
の
自
動

販
売
機
設
置
事
業
者
を
募
集
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
募
集
要
項
及
び

仕
様
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
募
集
要
項
、
仕
様
書
及
び
申
請

書
は
、
財
政
課
（
市
役
所
３
階
）、

支
所
総
務
課
（
ア
ス
ピ
ア
こ
だ
ま

内
）
で
配
布
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

設
置
場
所
及
び
台
数

①
市
役
所
本
庁
舎

　

１
階
自
動
販
売
機
コ
ー
ナ
ー
・

５
階
自
動
販
売
機
コ
ー
ナ
ー
・

６
階
自
動
販
売
機
コ
ー
ナ
ー　

各
コ
ー
ナ
ー
１
台

②
児
玉
総
合
支
所

　
１
階
自
動
販
売
機
コ
ー
ナ
ー　

１
台

※
全
て
清
涼
飲
料
水
等
飲
料
（
ア

ル
コ
ー
ル
類
不
可
）。

貸
付
期
間　
４
月
１
日
～
令
和
５

年
３
月
31
日
（
３
年
間
・
更
新

な
し
）

契
約
方
法　
物
件
ご
と
の
一
般
競

争
入
札

入
札
参
加
申
込　
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
必
要
書

類
を
添
え
て
、
１
月
24
日
㈮
ま

で
に
左
記
へ
郵
送
又
は
持
参

郵
送
先　
〒
３
６
７-

８
５
０
１

　
本
庄
市
本
庄
３-

５-

３

　
本
庄
市
役
所
財
政
課

入
札
及
び
開
札
日　
２
月
19
日
㈬

★
財
政
課
☎
25-

１
１
６
５

児
玉
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組

合
「
競
争
入
札
参
加
資
格
審

査
追
加
申
請
」
の
受
付

　
児
玉
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合

で
は
、
令
和
元
・
２
年
度
（
平
成

31
・
32
年
度
）
競
争
入
札
参
加
資

格
申
請【
建
設
工
事
、設
計・調
査・

測
量
】の
追
加
受
付
を
行
い
ま
す
。

登
録
を
希
望
す
る
方
は
、
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
児
玉
郡
市
広
域
市
町
村

圏
組
合
で
は
、「
建
設
工
事
」、「
設

計
・
調
査
・
測
量
」
の
埼
玉
県
電

子
入
札
共
同
シ
ス
テ
ム
に
参
加
し

て
い
ま
せ
ん
。
追
加
申
請
は
、
郵

送
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
持
参
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

※
申
請
の
手
引
き
等
は
、
１
月
６

日
㈪
よ
り
児
玉
郡
市
広
域
市
町
村

圏
組
合
総
務
課
で
配
布
し
ま
す
。

ま
た
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

受
付
期
間　
２
月
３
日
㈪
～
28
日

㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

郵
送
先　
〒
３
６
７
‐
０
０
２
４

　
本
庄
市
東
五
十
子
１
５
１
‐
１

　
児
玉
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合

総
務
課　

※
封
筒
の
表
に
「
建
設
工
事
追
加

申
請
」
又
は
「
設
計
・
調
査
・
測

量
追
加
申
請
」
と
朱
書
き
し
て
く

だ
さ
い
。

★
児
玉
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合

総
務
課
☎
27-

２
２
４
１

都
市
計
画
審
議
会
委
員
を
募

集
　
市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
市

民
の
皆
さ
ん
の
幅
広
い
意
見
を
反

映
さ
せ
る
た
め
、
本
庄
市
都
市
計

画
審
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
審
議
会
で
は
、
土
地
利
用
（
用

途
地
域
な
ど
）
や
都
市
施
設
（
道

路
や
公
園
な
ど
）
の
都
市
計
画
の

決
定
や
変
更
を
多
角
的
な
見
地
か

ら
審
議
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
資
格　
20
歳
以
上
（
令
和
２

年
２
月
１
日
時
点
）
の
市
内
在

住
者
で
平
日
日
中
に
開
催
す
る

審
議
会
に
出
席
で
き
る
方

※
応
募
日
現
在
に
お
い
て
、
本
庄

市
の
他
の
審
議
会
等
の
委
員
に
3

機
関
以
上
委
嘱
さ
れ
て
い
る
方
は

応
募
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

募
集
人
数　
３
名
以
内

任
期　
４
月
１
日
か
ら
令
和
４
年

３
月
31
日
ま
で
の
２
年
間

報
酬　
市
の
規
定
に
よ
り
支
給

応
募
方
法　
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、｢

応
募
理

由
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の

考
え
方｣

を
８
０
０
字
以
内
に

ま
と
め
て
、
左
記
へ
郵
送
又
は

持
参

※
応
募
用
紙
は
都
市
計
画
課
（
市

役
所
２
階
）、
支
所
総
務
課
（
ア

ス
ピ
ア
こ
だ
ま
内
）
で
配
付
又
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

郵
送
先　
〒
３
６
７-

８
５
０
１

　
本
庄
市
本
庄
３-

５-

３

　
本
庄
市
役
所
都
市
計
画
課

応
募
締
切　
２
月
７
日
㈮
午
後
５

時
ま
で
（
必
着
）

選
考
方
法　
書
類
選
考

※
結
果
は
応
募
者
全
員
に
通
知
し

ま
す
。

★
都
市
計
画
課
☎
25-

１
１
３
６

セ
ル
デ
ィ
臨
時
休
館

　
セ
ル
デ
ィ
は
館
内
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
た
め
、
左
記
の
と
お
り
休
館

し
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

臨
時
休
館
日　
２
月
17
日
㈪

※
当
日
は
、
セ
ル
デ
ィ
館
内
全
て

の
施
設
（
児
玉
中
央
公
民
館
・
児

玉
文
化
会
館
・
図
書
館
児
玉
分
館

及
び
図
書
館
返
却
ポ
ス
ト
）
及
び

駐
車
場
が
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

★
セ
ル
デ
ィ
☎
72-

８
８
５
１

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　        ★広報課☎25-１１５５

 市長コラム
   しんげの一言メッセージ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

※
声
の
広
報
（
録
音
Ｃ
Ｄ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
児
玉
分
館
・
広
報
課
へ
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
広
報
課
☎
25-

１
１
５
５

本庄市長

木
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本本庄庄市市民民文文化化会会館館 大大ホホーールル

◆◆アアククセセスス◆◆ JJRR高高崎崎線線 「「本本庄庄」」 駅駅南南口口よよりり徒徒歩歩約約１１５５分分

22 002200年年 33 月月 77日日（（土土））
開開場場1155：：33    00 開開演演1166：：0000

問問合合せせ

￥￥66 ,, 88 0000料料金金（（税税込込）） （（全全席席指指定定））

※※未未就就学学児児童童ののごご入入場場ははごご遠遠慮慮下下ささいい。。

主主催催：： ニニッッポポンン放放送送 共共催催：：本本庄庄市市民民文文化化会会館館 制制作作協協力力：：ススーーパパーーデディィレレククシショョンン

チチケケッットト取取扱扱 本庄市民文化会館
☎０４９５--２４--２８４１
森森山山良良子子本本庄庄公公演演事事務務局局 TTEELL 005500--33553333--33555500 （（平平日日//月月火火木木金金1111：：0000～～1177：：0000））

★★好好評評発発売売中中★★

森森山山良良子子
ココンンササーートトツツアアーー22001199～～22002200

PPrriimmee  SSoonnggss
小小学学生生・・中中学学生生小小学学生生・・中中学学生生

１１１１ カカカカ 月月 33,,660000月月 33,,660000円円円円
国語 ・ 数学 (算数 )
英語 ・ 社会 ・ 理科
TEL 090-2919-8547

運運転転中中ななどど対対応応ででききなないいととききはは すすぐぐにに折折りり返返ししまますす

学学習習教教室室「「すすくくすすくくココララボボ」」児児玉玉町町八八幡幡山山

自
衛
官
候
補
生
募
集

試
験
日　
１
月
17
日
㈮
・
18
日
㈯

受
験
資
格　
日
本
国
籍
を
有
す
る

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

※
試
験
申
込
・
個
別
相
談
を
随
時

受
付
し
て
い
ま
す
。

★
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部

熊
谷
地
域
事
務
所
☎
０
４
８-

５
２
２-

４
８
５
５

消
防
法
令
違
反
対
象
物
の
公

表
制
度
を
開
始
し
ま
す

　
消
防
法
令
に
関
す
る
重
大
な
違

反
の
あ
る
防
火
対
象
物
に
つ
い
て
、

そ
の
法
令
違
反
の
内
容
を
利
用
者

等
へ
公
表
し
、
利
用
者
等
の
防
火

安
全
に
対
す
る
認
識
を
高
め
て
火

災
被
害
の
軽
減
を
図
る
制
度
で
す
。

公
表
開
始
日　
４
月
１
日
㈬

対
象
建
物　
飲
食
店
・
百
貨
店
等

の
不
特
定
多
数
の
方
が
利
用
す

る
建
物
、
病
院
・
社
会
福
祉
施

設
等
の
一
人
で
避
難
す
る
こ
と

が
難
し
い
方
が
利
用
す
る
建
物

対
象
違
反　
消
防
法
で
義
務
付
け

ら
れ
た
消
防
用
設
備
等
（
屋
内

消
火
栓
設
備
・
ス
プ
リ
ン
ク
ラ

ー
設
備・自
動
火
災
報
知
設
備
）

が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
建
物

公
表
方
法　
児
玉
郡
市
広
域
市
町

村
圏
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

★
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
予
防

課
☎
24-

８
３
９
２

第
14
回
中
学
生
ま
ち
づ
く
り

議
会

　
将
来
を
担
う
市
内
の
中
学
生
議

員
15
名
が
、
通
常
の
市
議
会
と
同

じ
よ
う
に
一
般
質
問
な
ど
を
行
い

ま
す
。
市
政
に
対
し
て
率
直
な
意

見
を
述
べ
る
中
学
生
の
議
会
を
傍

聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
２
月
４
日
㈫　
午
後
２
時

30
分
～

会
場　
本
庄
市
議
会
議
場

※
議
会
事
務
局
で
受
付
後
に
入
場

し
て
く
だ
さ
い
。

★
秘
書
課
☎
25-

１
１
５
４

フ
レ
イ
ル
予
防
教
室

は
に
ぽ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
対
象
事
業

　
要
介
護
状
態
の
入
り
口
と
な
る

「
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）」
の
兆
候
が

な
い
か
を
確
認
し
、
そ
の
予
防
、

改
善
に
つ
い
て
学
ぶ
教
室
で
す
。

①
児
玉
公
民
館
会
議
室
２・３
会
場

日
時　
２
月
６
日
㈭　
午
後
1
時

30
分
～
3
時

②
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
多
目
的
ホ
ー

ル
会
場

日
時　
２
月
14
日
㈮　
午
後
1
時

30
分
～
3
時

《
①
②
会
場
共
通
》

講
師　
本
庄
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
会
員

対
象　
介
護
予
防
に
関
心
の
あ
る

60
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

定
員　
各
30
名
（
先
着
順
）

※
重
複
申
込
不
可
。

費
用　
無
料

用
意　
飲
み
物
、
筆
記
用
具

申
込　
１
月
14
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ

★
介
護
保
険
課
☎
25-

１
７
２
２

介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
交
流
会

　
在
宅
で
介
護
さ
れ
て
い
る
方
の

労
を
ね
ぎ
ら
う
た
め
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
事
業
を
開
催
し
ま
す
。
参
加

者
同
士
の
交
流
を
通
し
て
、
悩
み

事
を
分
か
ち
合
い
、
今
後
の
介
護

に
役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
２
月
19
日
㈬　
午
前
11
時

～
午
後
2
時

会
場　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ　
他

講
師　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ラ
フ
タ
ー
ヨ

ガ
ジ
ャ
パ
ン　

対
象　
在
宅
で
60
歳
以
上
の
高
齢

者
を
介
護
し
て
い
る
介
護
者

内
容　
食
事
会
、
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ

（
笑
い
ヨ
ガ
）
等

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
動
き
や
す
い
服
装
、
飲
み

物
申
込　
１
月
15
日
㈬
か
ら
電
話
で

左
記
へ

★
本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
24-

２
７
５
５

ふ
く
し
フ
ェ
ス
タ

　
「
福
祉
教
育
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
市
内
の
学
校
（
小
学
校
３
校
、

中
学
校
１
校
、
高
校
２
校
）
の
先

生
と
生
徒
の
皆
さ
ん
が
福
祉
に
関

す
る
活
動
発
表
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

に
ち
な
み
、
市
内
で
行
わ
れ
て
い

る
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
、

パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
ま
す
。

日
時　
２
月
８
日
㈯　
午
後
1
時

～
3
時
30
分

会
場　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
多
目
的

ホ
ー
ル

申
込　
１
月
７
日
㈫
か
ら
２
月
７

日
㈮
ま
で
に
電
話
で
左
記
へ

★
本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
24-

２
７
５
５

催
し
・
講
座

催
し
・
講
座

高
齢
者
等
と
そ
の
家
族
の
暮

ら
し
を
支
え
る
制
度
の
お
知

ら
せ

　
市
で
は
、
在
宅
で
生
活
し
て
い

る
、
支
援
が
必
要
な
高
齢
者
等
や

そ
の
家
族
に
対
し
て
、
次
の
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
、
申
請
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
地
域
福
祉

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業

対
象　
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
在

宅
の
一
人
暮
ら
し
で
、
身
体
上

慢
性
的
な
疾
患
等
に
よ
り
、
日

常
生
活
を
営
む
う
え
で
常
時
注

意
を
要
す
る
方

内
容　
急
病
な
ど
緊
急
を
要
す
る

と
き
に
、
受
信
セ
ン
タ
ー
へ
通

報
で
き
る
装
置
を
貸
与

本
人
負
担　
あ
り

○
徘
徊
高
齢
者
探
知
事
業

対
象　
徘
徊
行
動
の
あ
る
お
お
む

ね
65
歳
以
上
の
在
宅
の
認
知
症

高
齢
者
の
家
族
等

内
容　
認
知
症
に
よ
り
徘
徊
行
動

の
あ
る
高
齢
者
の
家
族
等
に
、

携
帯
用
端
末
を
貸
与

本
人
負
担　
あ
り

○
要
介
護
者
紙
お
む
つ
支
給
事
業

対
象　
介
護
保
険
で
要
介
護
４
又

は
５
に
認
定
さ
れ
て
い
る
40
歳

以
上
で
、
失
禁
の
状
態
に
あ
る

在
宅
生
活
の
方

内
容　
市
の
委
託
業
者
が
月
に
１

度
自
宅
へ
指
定
の
紙
お
む
つ
等

を
配
送

本
人
負
担　
な
し

○
要
介
護
高
齢
者
介
護
手
当
支
給

事
業	

対
象　
介
護
保
険
で
要
介
護
４
又

は
５
に
認
定
さ
れ
て
い
る
60
歳

以
上
の
高
齢
者
と
同
居
し
て
常

時
介
護
し
て
い
る
方

内
容　

月
額
８
０
０
０
円
支
給

（
入
院
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
等

を
16
日
以
上
利
用
し
た
月
は
支

給
対
象
外
）

本
人
負
担　
な
し

★
地
域
福
祉
課
☎
25-

１
１
２
７

令
和
元
年
度
児
玉
郡
市
手
話

通
訳
者
登
録
試
験

日
時　
２
月
22
日
㈯　
午
前
10
時

～
会
場　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
活
動
室

Ｅ
受
験
資
格
（
①
～
③
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
）

①	

手
話
通
訳
士
の
資
格
称
号
を
有

す
る
方

②	

埼
玉
県
手
話
通
訳
者
と
し
て
委

嘱
さ
れ
た
方

③	

手
話
通
訳
者
全
国
統
一
試
験
に

合
格
し
て
い
る
方

試
験
方
法　
面
接
試
験

申
込　
本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会

で
配
布
す
る
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
1
月
28
日

㈫
ま
で
に
、
左
記
へ
持
参
（
土

日
・
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分
）

★	

本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会	

　
☎
22-

７
２
７
５

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

労
働
保
険
の
お
知
ら
せ

　
労
働
保
険
料
（
労
災
保
険
・
雇

用
保
険
）
の
第
３
期
分
の
納
期
限

は
１
月
31
日
㈮
で
す
。納
付
書
は
、

納
期
限
の
10
日
前
頃
に
該
当
事
業

所
へ
郵
送
し
ま
す
。
ま
た
、
保
険

料
納
付
に
つ
い
て
は
口
座
振
替
が

便
利
で
す
。
申
込
手
続
き
に
つ
い

て
は
厚
生
労
働
省
又
は
埼
玉
労
働

局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

★
埼
玉
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
課

　

☎
０
４
８-

６
０
０-

６
２
０

３

中
小
企
業
退
職
金
共
済
掛
金

の
補
助
制
度

　
市
で
は
、
小
規
模
事
業
者
の
育

成
と
従
業
員
の
福
利
厚
生
の
増
進

を
目
的
に
、
事
業
者
が
支
出
す
る

退
職
金
共
済
掛
金
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
。

補
助
対
象
（
①
～
④
す
べ
て
に
該

当
す
る
事
業
者
）

①
常
時
使
用
す
る
従
業
員
が
お
お

む
ね
20
名
（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

業
は
５
名
）
以
下
の
事
業
者

②
中
小
企
業
退
職
金
共
済
契
約
又

は
特
定
退
職
金
共
済
契
約
を
し

て
い
る
事
業
者

③
市
内
に
事
業
所
が
あ
り
、
１
年

以
上
の
事
業
実
績
を
持
ち
、
市

税
を
完
納
し
て
い
る
事
業
者

④
こ
れ
ま
で
に
補
助
制
度
を
利
用

し
た
こ
と
の
な
い
事
業
者

期
間　
３
年
間
（
継
続
）

補
助
金
額　
加
入
従
業
員
１
名
に

つ
き
１
年
間
あ
た
り
２
４
０
０

円
（
上
限
）

申
込　
１
月
31
日
㈮
ま
で
に
電
話

又
は
直
接
左
記
へ

※
必
要
書
類
等
は
、
左
記
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
商
工
観
光
課
☎
25-

１
１
７
５

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉 脇島正法律事務所

埼玉弁護士会所属 弁護士 脇島 正

予約制 受付時間：平日 ～

〒 本庄市早稲田の杜
からも予約できます

収入のない方も安心してご相談ください
法テラス制度を利用することで負担なく弁護士に依頼できます

夜間・土日
応相談

初回相談料無料

現金ポイント会員様募集中！

スマホの方はアプリで取得！▶▶▶
スマホでない方は
店頭でプラスチックカードを申込受付中!

本庄市中央2丁目4番60号　市役所すぐそば

入会費・年会費無料！ ポイントがついて
お得！

年に数回
会員様優待セール開催！

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　  ★広報課☎ 25- １１５５
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湯
か
っ
こ
お
正
月
イ
ベ
ン
ト

餅
つ
き
大
会

　

余
熱
利
用
施
設
「
湯
か
っ
こ
」

で
は
、
お
正
月
の
特
別
企
画
と
し

て
、「
餅
つ
き
大
会
」
を
開
催
し

ま
す
。

　
お
正
月
は
、
湯
か
っ
こ
で
餅
つ

き
を
し
て
新
年
を
祝
い
ま
し
ょ
う
。

つ
き
た
て
の
お
餅
を
振
る
舞
い
ま

す
。

日
時　
１
月
12
日
㈰

　
１
回
目　
午
前
11
時
～

　
２
回
目　
午
後
１
時
～

費
用　
無
料

※
別
途
施
設
利
用
料
が
必
要
で
す
。

★
余
熱
利
用
施
設
「
湯
か
っ
こ
」

☎
22-

８
１
２
６

国
営
武
蔵
丘
陵
森
林
公
園

お
す
す
め
の
花
「
梅・福
寿
草
」

　
森
林
公
園
で
は
、
約
１
２
０
品

種
５
０
０
本
の
梅
と
、
約
２
万
５

千
本
の
福
寿
草
が
ま
も
な
く
開
花

し
は
じ
め
、
早
く
も
春
の
訪
れ
を

感
じ
さ
せ
ま
す
。

※
見
頃
は
２
月
中
旬
（
予
定
）。

開
園
時
間　
午
前
９
時
30
分
～
午

後
４
時

※
１
月
20
日
㈪
・
27
日
㈪
は
休
園
。

入
園
料

　
高
校
生
以
上　
４
５
０
円

　
65
歳
以
上　
２
１
０
円

　
中
学
生
以
下　
無
料

※
駐
車
料
金（
普
通
車
６
５
０
円
）

は
別
途
。

★
国
営
武
蔵
丘
陵
森
林
公
園
管
理

セ
ン
タ
ー
☎
０
４
９
３-

57-

２
１
１
１
（
午
前
９
時
30
分
～

午
後
４
時
の
み
連
絡
可
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
等
個
別
相

談
会

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設
立
を
考
え
て

い
る
方
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
に
興
味
が

あ
る
方
を
対
象
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の

設
立
等
に
つ
い
て
個
別
に
ご
説
明

い
た
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

日
時　
２
月
15
日
㈯　
午
後
1
時

～
4
時

会
場　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
２
階
活

動
室
Ｃ

対
象　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
を
検
討

さ
れ
て
い
る
方
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動

に
興
味
の
あ
る
方

費
用　
無
料

申
込　
２
月
10
日
㈪
ま
で
に
電
話

又
は
直
接
左
記
へ

★
埼
玉
県
北
部
地
域
振
興
セ
ン
タ

ー
本
庄
事
務
所

　
☎
24-

１
１
１
０

女
性
の
た
め
の
プ
チ
起
業
は

じ
め
方
セ
ミ
ナ
ー
in
本
庄

　
プ
チ
起
業
に
ま
つ
わ
る
疑
問
を

解
消
し
、
は
じ
め
の
一
歩
を
踏
み

出
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　
２
月
９
日
㈰　
午
後
１
時

～
３
時

会
場　
旧
本
庄
商
業
銀
行
煉
瓦
倉

庫
（
臨
時
駐
車
場
有
）

講
師　
森　
尚
子　
氏

対
象　
起
業
に
興
味
の
あ
る
女
性
、

起
業
を
検
討
中
の
女
性

内
容　
は
じ
め
る
前
の
基
礎
知
識
、

プ
チ
起
業
成
功
の
ポ
イ
ン
ト
等

※
希
望
者
に
は
、
セ
ミ
ナ
ー
終
了

後
１
人
15
分
程
度
の
個
別
相
談
を

実
施
し
ま
す
（
先
着
４
名
）。

定
員　
30
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
筆
記
用
具

申
込　
左
記
コ
ー
ド
か
ら
申
込

★
創
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
セ
ン

タ
ー
埼
玉
☎
０
４
８-

７
１
１

-

２
２
２
２

W
orking w

om
an

イ
ベ
ン

ト　
「Lady G

o

」

　
「
働
く
女
性
」
に
焦
点
を
あ
て
、

市
内
外
で
活
躍
す
る
女
性
達
が
集

ま
り
飲
食
や
雑
貨
販
売
、
体
験
型

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
27
店
舗

が
出
店
し
ま
す
。
特
設
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
フ
ラ
メ
ン
コ
や
フ
ル
ー
ト

演
奏
、
親
子
で
参
加
で
き
る
ヨ
ガ

な
ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
実
施

し
ま
す
。

　

見
て
、
食
べ
て
、
体
験
し
て
、

女
性
の
パ
ワ
ー
を
感
じ
ま
し
ょ

う
！

　
創
業
セ
ミ
ナ
ー
も
同
時
開
催
し

ま
す
。
起
業
に
興
味
あ
る
方
も
な

い
方
も
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

日
時　
２
月
９
日
㈰　
午
前
10
時

～
午
後
4
時

会
場　
旧
本
庄
商
業
銀
行
煉
瓦
倉

庫
（
臨
時
駐
車
場
有
）

※
イ
ベ
ン
ト
の
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
、
左
記
コ
ー
ド
よ
り
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

★
商
工
観
光
課
☎
25-

１
１
７
５

老人福祉センターつきみ荘の休館日　☎ 22- ３６９６
６日㈪・14日㈫・20日㈪・27日㈪・２月３日㈪

余熱利用施設湯かっこの休館日　☎ 22- ８１２６
６日㈪・20日㈪・27日㈪・２月３日㈪

ボートレース戸田（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程
３日㈮～９日㈭・21日㈫～26日㈰

※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合
からの配分金をさまざまな事業に活用しています。

－今月の納税納付〔納期限：１月31日㈮〕－
・市県民税　　４期　・国民健康保険税　　　　７期  
・介護保険料　７期　・後期高齢者医療保険料　７期

－市税夜間・休日収納窓口のお知らせ－
日時　１月６日㈪・２月５日㈬　午後５時15分～７時
場所　収納課（市役所１階）☎25-１１２０
　　　支所市民福祉課市民税務係
　　　（アスピアこだま内）☎ 72- １３３３
日時　１月26日㈰　午前８時30分～午後５時15分
場所　収納課（市役所１階）☎25-１１２０

減
災
セ
ミ
ナ
ー
・
地
域
福
祉

懇
談
会

　
災
害
が
起
き
て
も
被
害
を
低
減

さ
せ
る
た
め
に
は
、
自
助
共
助
に

よ
る
活
動
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
地
域
で
で
き

る
こ
と
を
考
え
る
機
会
と
し
て
、

「
減
災
セ
ミ
ナ
ー
」
を
、
地
域
ご

と
に
課
題
と
そ
の
解
決
策
に
つ
い

て
話
し
合
う
場
と
し
て
、「
地
域

福
祉
懇
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

※
手
話
通
訳
付
き
。

①
減
災
セ
ミ
ナ
ー
「
い
ま
求
め
ら

れ
る
地
域
防
災
力
」

日
時　
２
月
16
日
㈰　
午
後
２
時

～
４
時

会
場　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ

講
師　
（
一
社
）
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト

災
害
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

対
象　
ど
な
た
で
も

定
員　
１
５
０
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

申
込　
１
月
10
日
㈮
か
ら
左
記
の

コ
ー
ド
か
ら
申
込
又
は
電
話
で

左
記
へ

★
本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
24-

２
７
５
５

②
地
域
福
祉
懇
談
会

　
次
の
日
程
表
で
お
住
ま
い
の
地

域
ご
と
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

講
師　
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部

職
員

定
員　
各
40
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

申
込　
１
月
10
日
㈮
か
ら
２
月
18

日
㈫
ま
で
に
、電
話
又
は
氏
名・

住
所
・
電
話
番
号
・
希
望
地
域

を
明
記
し
メ
ー
ル
で
左
記
へ

★
地
域
福
祉
課
☎
25-

１
１
４
２

　

fukusi@
city.honjo.lg.jp

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー　

「
心
と
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す

る
初
心
者
向
け
ア
ロ
マ
講
座
」

　
日
常
生
活
に
ア
ロ
マ
を
取
り
入

れ
て
、
家
事
や
育
児
、
仕
事
な
ど

で
た
ま
っ
た
疲
れ
を
癒
や
し
ま
せ

ん
か
。

日
時　
２
月
15
日
㈯　
午
前
10
時

～
正
午

会
場　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
ア
ト
リ

エ
講
師　
内
田　
貴
美
子　
氏
（
Ａ

Ｅ
Ａ
Ｊ
認
定
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
女
性

定
員　
15
名
（
先
着
順)　

費
用　
無
料

用
意　
筆
記
用
具

申
込　
１
月
14
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ

※
精
油
を
使
用
し
ま
す
の
で
、
妊

娠
中
の
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
未
就
学
児
は
３
名
（
先
着
順
）

ま
で
託
児
が
あ
り
ま
す
。
託
児
希

望
者
は
1
月
31
日
㈮
ま
で
に
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

★
市
民
活
動
推
進
課

☎
25-

１
１
１
８

ア
ラ
イ
グ
マ
捕
獲
従
事
者
養

成
研
修
会

　
こ
の
研
修
会
を
受
講
し
登
録
を

す
る
と
、
狩
猟
免
許
が
な
く
て
も

箱
わ
な
を
仕
掛
け
て
ア
ラ
イ
グ
マ

に
限
り
捕
獲
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
ア
ラ
イ
グ
マ

の
被
害
で
お
困
り
の
方
は
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
１
月
30
日
㈭　
午
後
１
時

30
分
～
４
時
（
受
付　
午
後
1

時
～
）

会
場　
セ
ル
デ
ィ
大
会
議
室

講
師　
湯
村　
英
明　
氏
（
埼
玉

県
農
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
専

門
研
究
員
）

内
容

①
ア
ラ
イ
グ
マ
防
除
に
関
す
る
法

令
等
の
概
要
に
つ
い
て　

②
ア
ラ
イ
グ
マ
の
総
合
的
被
害
対

策
に
つ
い
て

③
箱
わ
な
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

定
員　
80
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

申
込　
１
月
16
日
㈭
ま
で
に
電
話

又
は
直
接
左
記
へ

★
本
庄
市
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協

議
会
事
務
局
（
農
政
課
内
）

☎
25-

１
１
７
６

交通安全ニュース
凍結路面でのスリップ事故に注意！

★危機管理課☎ 25- １１８４

急な冷え込みによる路面の凍結・・・!!　凍結路面を車で走行する際には次のような運転を心がけましょう。
① 急発進、急加速、急ハンドル、急ブレーキなど、｢急｣のつく操作はしない。
② カーブに入る前には、いつも以上に十分に減速する。
③ 坂道は、前の車との車間距離を十分とり、途中で止まらずゆっくり進む。
④ スタッドレスタイヤやチェーンを早めに装着する。
※本庄市は10月末現在、人口1千人あたりの人身事故発生件数は3.38件で県内ワースト2位。

日　時 会　場 対　象
２月22日㈯
午前10時～正午

児玉総合支所
会議室Ａ・Ｂ

児玉地域
(児玉中学校区）

２月22日㈯
午後２時～４時

早稲田リサーチパ
ーク・コミュニケ
ーションセンター

南地域
(本庄南中学校区）

２月24日㉁
午前10時～正午

本庄東中学校
多目的室

東地域
(本庄東中学校区）

２月24日㉁
午後２時～４時 はにぽんプラザ 西地域

(本庄西中学校区）
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「
家
庭
の
日
」
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
巡
回
展

　
埼
玉
県
と
県
教
育
委
員
会
、
青

少
年
育
成
埼
玉
県
民
会
議
で
は
、

家
族
み
ん
な
が
温
か
く
ふ
れ
あ
う

日
と
し
て
毎
月
第
３
日
曜
日
を

「
家
庭
の
日
」
と
し
て
定
め
、
普

及
を
図
っ
て
い
ま
す
。「
家
庭
の

日
」
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

親
子
や
家
族
の
触
れ
合
い
な
ど
を

テ
ー
マ
に
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
小
中

学
生
か
ら
募
集
し
、
優
秀
作
品
の

展
示
を
す
る
も
の
で
す
。
感
性
豊

か
な
す
ば
ら
し
い
作
品
ば
か
り
で

す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　
２
月
３
日
㈪
～
10
日
㈪

会
場　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
２
階
展

示
ス
ペ
ー
ス

★
埼
玉
県
青
少
年
課
☎
０
４
８-

８
３
０-

２
９
１
２

本
庄
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

「
体
力
測
定
会
」

は
に
ぽ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
対
象
事
業

日
時　
１
月
21
日
㈫　
午
前
９
時

30
分
～
正
午

会
場　
シ
ル
ク
ド
ー
ム
メ
イ
ン
ア

リ
ー
ナ

講
師　
新
井　
光
夫　
先
生

対
象　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
方

※
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
で
な
く
て
も

参
加
で
き
ま
す
。

内
容　
体
力
測
定
（
握
力
測
定
、

上
体
起
こ
し
、
長
座
体
前
屈
、

開
眼
片
足
立
ち
、
6
分
間
歩
行
、

10
ｍ
障
害
物
歩
行
）

費
用　
無
料

用
意　
運
動
す
る
服
装
、
室
内
シ

ュ
ー
ズ
、
飲
み
物

申
込　
１
月
10
日
㈮
午
前
８
時
30

分
か
ら
電
話
又
は
直
接
左
記
へ

★
地
域
福
祉
課
☎
25-

１
１
２
７

本
庄
市
体
育
協
会
主
催

第
49
回
本
庄
市
長
杯
争
奪
兼

市
民
サ
ッ
カ
ー
大
会

日
程　
２
月
２
日
㈰
～
３
月
８
日

㈰
開
会
式　
２
月
２
日
㈰　
午
前
８

時
30
分
～(

受
付 

午
前
８
時
～)

会
場　
小
山
川
グ
ラ
ウ
ン
ド

対
象

①
市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

（
高
校
生
を
除
く
）
の
男
子
が

主
た
る
メ
ン
バ
ー
の
チ
ー
ム

②
市
社
会
人
サ
ッ
カ
ー
連
盟
加
盟

チ
ー
ム

③
①
②
以
外
で
市
社
会
人
サ
ッ
カ

ー
連
盟
が
認
め
た
チ
ー
ム

※
チ
ー
ム
に
審
判
資
格
者
を
１
名

以
上
有
す
る
こ
と
。

方
式　
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

費
用　
５
０
０
０
円
／
チ
ー
ム

申
込　
連
盟
指
定
の
申
込
用
紙
に

参
加
費
を
添
え
て
チ
ー
ム
代
表

者
会
議
で
申
込

★
市
社
会
人
サ
ッ
カ
ー
連
盟
事

務
局
・
戸
矢
☎
０
８
０-

５
９

１
６-

２
０
０
２
、

resta 
200218@

yahoo.co.jp　

市
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
時　
２
月
23
日
㈷
・
３
月
１
日

㈰
会
場　
エ
コ
ー
ピ
ア

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
・
卒
業
生
及
び
協
会
が
参
加

を
認
め
た
チ
ー
ム

方
式　
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

費
用　
３
０
０
０
円
／
チ
ー
ム

申
込　
１
月
31
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
仮
申
込
を
し
、
代
表
者
会
議

で
参
加
費
を
添
え
て
本
申
込

※
代
表
者
会
議
に
つ
い
て
は
、
仮

申
込
時
に
お
伝
え
し
ま
す
。

★
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
・

内
野
☎
０
９
０-

７
１
８
１-

９
４
７
２
（
午
後
５
時
以
降
の

み
連
絡
可
）

創
業
支
援
を
通
じ
て
地
域
も

元
気
に
す
る
「
本
庄
地
域
ク

ラ
ウ
ド
交
流
会
」

　
創
業
者
や
創
業
希
望
者
を
応
援

す
る
仕
組
み
を
、
交
流
会
型
の
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
り

体
験
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
５
人
の
創
業
者
又
は
創
業
希
望

者
が
事
業
の
プ
レ
ゼ
ン
を
行
い
、

参
加
者
は
一
人
一
票
を
投
票
。
交

流
会
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

や
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
発
見
の

場
に
も
な
り
ま
す
。

日
時　
１
月
21
日
㈫　
ク
ラ
ウ
ド

勉
強
会　
午
後
6
時
～
６
時
45

分
、
ク
ラ
ウ
ド
交
流
会　
午
後

７
時
～
９
時

会
場　
本
庄
市
役
所
5
階
５
０
４

会
議
室
（
勉
強
会
）、
6
階
大

会
議
室
（
交
流
会
）

対
象　
創
業
者
、
創
業
希
望
者
、

創
業
者
を
応
援
し
た
い
方
、
地

域
を
活
性
化
さ
せ
た
い
方

内
容　
ク
ラ
ウ
ド
勉
強
会
、
創
業

者
又
は
創
業
希
望
者
に
よ
る
プ

レ
ゼ
ン
、
交
流
タ
イ
ム
、
投
票
、

結
果
発
表
、
賞
品
授
与
式

参
加
費　
交
流
会　
１
０
０
０
円

※
勉
強
会
の
み
は
無
料
。
交
流
会

か
ら
の
参
加
も
歓
迎
で
す
。

※
申
込
不
要
で
す
。
名
刺
を
お
持

ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

★
埼
玉
信
用
組
合☎

72-

３
５
１
１

売
上
Ｕ
Ｐ
の
た
め
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
研
修

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
基
礎
ス
キ

ル
を
学
び
「
売
れ
る
仕
組
み
」
の

つ
く
り
か
た
を
身
に
付
け
ま
す
。

日
時　
２
月
18
日
㈫　
午
前
9
時

30
分
～
午
後
4
時
45
分

会
場　

早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー

ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー

講
師　
辰
野　
博
一　
氏

対
象　
管
理
職
、
企
画
・
営
業
担

当
の
方
な
ど

定
員　
30
名
（
先
着
順
）

費
用　
７
５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
、
昼
食
代
を
含
む
）

申
込　
２
月
10
日
㈪
ま
で
に
、
電

話
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス（
会
社
名・

所
属
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
又
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記

入
）
で
左
記
へ

★
（
公
財
）
本
庄
早
稲
田
国

際
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
☎
24-

７
４
５
５
、 

蕭 

24-

７
４
６
５

（
電
話
は
平
日
午
前
9
時
30
分

～
午
後
5
時
の
み
連
絡
可
）

「
働
き
た
い
け
ど
自
信
が
な

い
！
」
と
悩
む
若
者
お
よ
び

家
族
の
た
め
の
利
用
説
明
会

　
仕
事
経
験
の
無
い
若
者
や
対
人

関
係
に
悩
み
を
抱
え
る
若
者
に
対

し
、
専
門
家
に
よ
る
個
別
相
談
や

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
近
隣
企
業
で
の
職
場
体

験
を
通
し
て
体
験
先
企
業
へ
の
就

労
に
つ
な
げ
る
等
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
い
ま
す
。

日
時　
１
月
25
日
㈯
・
２
月
22
日

㈯
・
３
月
28
日
㈯　
午
後
１
時

30
分
～
３
時

会
場　
深
谷
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
（
深
谷
市
西
島
４-

２-

61
ウ
エ
ス
ト
ビ
ル
２
階
）

※
車
の
場
合
は
近
隣
の
駐
車
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象　
15
～
39
歳
の
職
に
就
い
て

い
な
い
方

費
用　
無
料

申
込　
電
話
又
は
直
接
左
記
へ

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
深

谷
サ
ポ
ス
テ
」
で
検
索
し
て
く
だ

さ
い
。

★
深
谷
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
☎
０
４
８-

５
７
７-

４
７
２
７

本
庄
地
域
就
職
面
接
会

～
若
年
者
と
就
職
氷
河
期
世

代
の
就
職
を
応
援
し
ま
す
～

日
時　
１
月
17
日
㈮　
午
後
1
時

30
分
～
４
時

※
受
付
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
。

会
場　
本
庄
市
民
文
化
会
館
第
３

会
議
室

内
容　
55
歳
未
満
の
方
と
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
本
庄
管
内
企
業
の
人
事

担
当
者
と
の
個
人
面
接

参
加
企
業　
12
社
（
予
定
）

用
意　
履
歴
書
（
応
募
企
業
数
に

応
じ
て
複
数
枚
）、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
方
）

★
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
本
庄
職
業
紹
介

係
☎
22-

２
４
４
８

大
学
開
放
授
業
講
座

　
21
の
大
学
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
講
座
を
開
放
し
、
一
般
の
学
生

と
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

会
場　
県
内
20
・
都
内
１
の
大
学

対
象　
55
歳
以
上
の
県
内
在
住
者

科
目　
経
済
政
策
、
社
会
福
祉
、

語
学　
他

※
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
埼
玉
県
高
齢
者
福
祉
課
☎
０
４

８-
８
３
０-

３
２
６
３

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

申込は２月９日㈰まで！

◎
開
催
場
所
の
記
載
が
な
い
も
の

は
、
主
催
公
民
館
が
会
場
で
す
。

申
し
込
み
は
、
原
則
と
し
て
午
前

８
時
30
分
か
ら
で
す
。

※
費
用
の
か
か
る
講
座
の
キ
ャ
ン

セ
ル
は
、
費
用
を
負
担
し
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

本
庄
公
民
館
☎
24-

７
３
８
３

◆
エ
ク
セ
ル
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講

座
～
ダ
イ
ア
リ
ー
作
り
に
挑
戦
～

　
エ
ク
セ
ル
で
カ
レ
ン
ダ
ー
付
き

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
手
帳
（
ダ
イ
ア
リ

ー
）
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　
１
月
27
日
か
ら
２
月
17
日

ま
で
の
毎
週
月
曜
日　
全
４
回

午
前
９
時
～
正
午

会
場　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
３
階
Ｉ 

　
Ｔ
活
動
室

講
師　
南　
徳
美　
先
生

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

費
用　
２
０
０
０
円

用
意　
パ
ソ
コ
ン
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ

リ
ー
、
筆
記
用
具　

※
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
て
い
な
い
方

は
お
貸
し
し
ま
す
。

申
込　
１
月
14
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
土
・
日
は

連
絡
不
可
）

◆
ワ
ー
ド
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

～
イ
ラ
ス
ト
作
り
に
挑
戦
～

　
ワ
ー
ド
の
図
形
な
ど
を
使
い
こ

な
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
イ
ラ
ス
ト

を
楽
し
く
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　
１
月
27
日
か
ら
２
月
17
日

ま
で
の
毎
週
月
曜
日　
全
４
回

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
３
階
Ｉ

Ｔ
活
動
室

講
師　
南　
徳
美　
先
生

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

費
用　
２
０
０
０
円

用
意　
パ
ソ
コ
ン
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ

リ
ー
、
筆
記
用
具　

※
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
て
い
な
い
方

は
お
貸
し
し
ま
す
。

申
込　
１
月
14
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
土
・
日
は

連
絡
不
可
）

公
民
館

公
民
館

公
民
館

公
民
館

掲
載
の
全
公
民
館
事
業
が

は
に
ぽ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
対
象
事
業
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本
庄
南
公
民
館
☎
21-

８
７
８
５

◆
薬
膳
茶
を
飲
み
な
が
ら
冬
の
健

康
を
考
え
る
教
室

　
薬
膳
茶
に
つ
い
て
学
び
、
自
身

の
体
質
や
好
み
に
合
わ
せ
て
実
際

に
お
茶
を
ブ
レ
ン
ド
し
ま
す
。

日
時　
１
月
24
日
㈮　
午
後
１
時

30
分
～
３
時

講
師　
福
本　
敦
子　
先
生
（
薬

剤
師
・
国
際
中
医
師
）

定
員　
14
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
０
０
０
円
（
薬
膳
茶
と

お
土
産
付
）

用
意　
筆
記
用
具

申
込　
１
月
14
日
㈫
午
後
１
時
30

分
か
ら
電
話
又
は
直
接
公
民
館

へ
（
木
・
土
・
日
は
連
絡
不
可
）

◆
皮
か
ら
手
作
り
中
華
ま
ん
教
室

　
材
料
に
こ
だ
わ
り
な
が
ら
、
家

庭
で
も
簡
単
に
で
き
る
２
種
類
の

中
華
ま
ん
の
作
り
方
を
学
び
ま
す
。

日
時　
２
月
５
日
㈬　
午
前
９
時

30
分
～
午
後
１
時

講
師　
戸
谷　
京
子　
先
生

定
員　
12
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
０
０
０
円
（
ス
ー
プ
、

サ
ラ
ダ
、
副
菜
付
き
）

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
用
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

申
込　

１
月
20
日
㈪
か
ら
電
話

（
１
通
話
１
名
受
付
）
で
公
民

館
へ（
木・土・日
は
連
絡
不
可
）

◆
教
え
な
い
英
語
教
室

　
４
回
目
は
、
体
を
動
か
す
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
中
心
に
、
英
語
の

歌
や
お
話
を
た
の
し
み
ま
す
。

日
時　
２
月
９
日
㈰　
午
前
10
時

30
分
～
11
時
30
分

講
師　
小
笠
原　
葉
子　
先
生

定
員　
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

10
組
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

申
込　
１
月
21
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
木
・
土
・

日
は
連
絡
不
可
）

◆
ア
イ
シ
ン
グ
ク
ッ
キ
ー
作
り
教

室
　
ハ
ー
ト
の
ク
ッ
キ
ー
を
流
行
の

ア
イ
シ
ン
グ
で
お
し
ゃ
れ
に
デ
コ

レ
イ
ト
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

※
写
真
は
イ
メ

ー
ジ
で
す
。

日
時　
２
月
９
日
㈰　
午
後
１
時

30
分
～
３
時

講
師　
工
廣　
由
紀　
先
生

定
員　
６
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
５
０
０
円

用
意　
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、
筆
記

用
具

申
込　
１
月
21
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
木
・
土
・

日
は
連
絡
不
可

◆
ス
パ
イ
ス
入
門
講
座
③

　
人
気
の
ス
パ
イ
ス
入
門
講
座
の

３
回
目
は
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
タ
イ

カ
レ
ー
を
作
り
ま
す
。

日
時　
２
月
16
日
㈰　
午
前
10
時

～
午
後
１
時

講
師　
茂
木　
奈
央
美　
先
生

定
員　
８
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
５
０
０
円

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
用
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

申
込　

１
月
27
日
㈪
か
ら
電
話

（
１
通
話
１
名
受
付
）
で
公
民

館
へ（
木・土・日
は
連
絡
不
可
）

※
写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

◆
ア
ロ
マ
講
座

　
ア
ロ
マ
に
関
す
る
正
し
い
知
識

を
身
に
つ
け
、
乾
燥
し
が
ち
な
口

元
や
お
肌
に
や
さ
し
い
ミ
ツ
ロ
ウ

ク
リ
ー
ム
を
手
作
り
し
ま
す
。

日
時　
２
月
19
日
㈬　
午
前
10
時

～
正
午

講
師　
内
田　
貴
美
子　
先
生

定
員　
12
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
０
０
０
円

用
意　
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、
筆
記

用
具

申
込　
１
月
28
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
木
・
土
・

日
は
連
絡
不
可
）

旭
公
民
館
☎
22-

５
９
４
０

◆
太
極
拳
初
心
者
体
験
教
室

　
心
身
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る

太
極
拳
の
ゆ
っ
く
り
し
た
動
き
を

学
び
ま
す
。

日
時　
１
月
23
日
㈭
・
30
日
㈭　

全
２
回　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

講
師　
渡
辺　
竹　
先
生

定
員　
５
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
底
が
柔
ら
か
い
靴
（
ス
ニ

ー
カ
ー
不
可
）、
動
き
や
す
い

服
装
、
汗
拭
き
用
タ
オ
ル
、
飲

み
物

申
込　
１
月
14
日
㈫
午
後
１
時
30

分
か
ら
電
話
又
は
直
接
公
民
館

へ
（
水
・
土
・
日
は
連
絡
不
可
）

◆
絶
滅
危
惧
種
・
消
え
ゆ
く
懐
か

し
の
お
も
し
ろ
言
葉

　
本
庄
児
玉
地
方
を
中
心
と
し
た

地
元
に
伝
わ
る
、
こ
と
わ
ざ
警
句
、

遊
び
歌
、
日
本
の
美
し
い
言
葉
な

ど
、
忘
れ
ら
れ
て
い
く
懐
か
し
い

言
葉
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時　
２
月
５
日
㈬　
午
前
10
時

～
11
時
30
分

講
師　
藤
江　
辰
男　
先
生

定
員　
15
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
筆
記
用
具

申
込　
１
月
16
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
水
・
土
・

日
は
連
絡
不
可
）

◆
楽
し
い
ウ
ク
レ
レ
教
室

　
ウ
ク
レ
レ
の
鑑
賞
と
レ
ッ
ス
ン

を
行
い
ま
す
。
ウ
ク
レ
レ
を
演
奏

し
な
が
ら
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
。

１
回
目
は
演
奏
会
の
み
、
２
回
目

か
ら
レ
ッ
ス
ン
に
な
り
ま
す
。

※
１
回
目
の
演
奏
会
だ
け
の
参
加

も
歓
迎
で
す
。

日
時　
２
月
20
日
か
ら
３
月
12
日

ま
で
の
毎
週
木
曜
日　
全
４
回

午
前
10
時
～
正
午

講
師　
中
山　
実　
先
生　

定
員　
10
名
（
先
着
順
）　

費
用　
無
料

用
意　
ウ
ク
レ
レ

※
ウ
ク
レ
レ
を
持
っ
て
い
な
い
方

は
お
貸
し
し
ま
す
。

申
込　
２
月
３
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
水
・
土
・

日
は
連
絡
不
可
）

本
庄
東
公
民
館
☎
22-

３
４
０
４

◆
手
前
味
噌
造
り
教
室

　
国
産
原
料
を
使
い
安
心
安
全
な

我
が
家
の
味
噌
を
手
造
り
し
ま
せ

ん
か
。
麹
の
種
類
を
、
米
、
麦
、

大
豆
の
中
か
ら
選
べ
ま
す
。
申
込

時
に
確
認
し
ま
す
。

日
時　
１
月
31
日
㈮　
午
後
１
時

30
分
～
３
時

講
師　
中
澤　
弘
子　
先
生

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

費
用　
①
米
麹　
３
８
０
０
円

　
②
麦
麹　
３
４
７
０
円

　
③
大
豆
麹　
３
５
４
５
円

※
大
豆
麹
は
上
級
用
で
す
（
熟
成

期
間
最
低
一
年)

。

※
キ
ャ
ン
セ
ル
は
３
日
前
ま
で
に

お
願
い
し
ま
す
。

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆

記
用
具
、
味
噌
容
器
（
５
kg
）

申
込　
１
月
14
日
㈫
午
後
１
時
30

分
か
ら
電
話
又
は
直
接
公
民
館

へ
（
木
・
土
・
日
は
連
絡
不
可
）

本
庄
西
公
民
館
☎
21-

８
７
８
６

◆
西
洋
美
術
史
入
門
教
室

　
知
識
ゼ
ロ
か
ら
の
西
洋
美
術
史

入
門
教
室
で
す
。

日
時　
2
月
9
日
か
ら
3
月
1
日

ま
で
の
毎
週
日
曜
日　
全
4
回

　
午
前
10
時
～
正
午

講
師　
菅
野　
公
夫　
先
生

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

費
用　
５
０
０
円

用
意　
筆
記
用
具

申
込　
1
月
16
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
水
・
土
・

日
は
連
絡
不
可
）　　
　

◆
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
教
室
Ⅰ

　
陶
器
ビ
ー
ズ
と
ス
ワ
ロ
フ
ス
キ

ー
ビ
ー
ズ
を
使
っ
た
シ
ン
プ
ル
な

ネ
ッ
ク
レ
ス
を
作
り
ま
す
。

日
時　
2
月
9
日
㈰　
午
後
1
時

30
分
～
3
時
30
分

講
師　
久
保
田　
奈
々
子　
先
生

定
員　
10
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
０
０
０
円

用
意　
手
芸
用
平
ヤ
ッ
ト
コ
、
ニ

ッ
パ
ー
、
巻
き
尺
（
貸
出
可
）

申
込　
1
月
17
日
㈮
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
水
・
土
・

日
は
連
絡
不
可
）　　

◆
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
教
室
Ⅱ

　
革
紐
と
メ
タ
ル
ビ
ー
ズ
を
使
っ

た
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
作
り
ま
す
。

日
時　
2
月
16
日
㈰　
午
後
1
時

30
分
～
3
時
30
分

講
師　
久
保
田　
奈
々
子　
先
生

定
員　
10
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
５
０
０
円

用
意　
皮
革
用
ボ
ン
ド
、
ハ
サ
ミ
、

手
芸
用
平
ヤ
ッ
ト
コ
、
巻
き
尺

(

貸
出
可)

申
込　
1
月
17
日
㈮
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
水
・
土
・

日
は
連
絡
不
可
）

藤
田
公
民
館
☎
22-

２
３
３
２

◆
初
め
て
の
手
造
り
味
噌
教
室

　
地
場
産
大
豆
と
米
を
使
い
発
酵

か
ら
仕
込
ま
で
添
加
物
を
一
切
使

用
し
な
い
味
噌
で
す
（
で
き
あ
が

り
５
kg
分
）。

日
時　
１
月
27
日
㈪　
午
後
1
時

～
4
時
、
28
日
㈫　
午
前
9
時

～
午
後
4
時
、
29
日
㈬　
午
前

8
時
～
11
時　
全
３
回

※
必
ず
3
日
間
出
席
で
き
る
方
。

講
師　
加
藤　
ア
サ
子　
先
生

定
員　
12
名
（
先
着
順
）

費
用　
２
５
０
０
円

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ

ス
ク
、
漬
物
樽
（
10
ℓ
）、
使

い
捨
て
手
袋

申
込　
1
月
14
日
㈫
午
後
1
時
30

分
か
ら
電
話
又
は
直
接
公
民
館

へ
（
金･

土・日
は
連
絡
不
可
）

◆
初
め
て
の
つ
ま
み
細
工
「
干
支

の
お
ひ
な
様
」
講
座

　
江
戸
時
代
に
生
ま
れ
た
針
や
糸

を
使
わ
ず
伝
統
の
手
工
芸
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か

＊
公
民
館
に
見
本
が
あ
り
ま
す

日
時　
2
月
12
日
㈬
・
19
日
㈬　

全
2
回　
午
後
1
時
30
分
～
3

時
30
分

講
師　
前
川　
綾
乃　
先
生

定
員　
15
名
（
先
着
順
）

費
用　
３
０
０
０
円

用
意　
木
工
用
ボ
ン
ド
、
ピ
ン
セ

ッ
ト

申
込　
1
月
14
日
㈫
午
後
1
時
30

分
か
ら
電
話
又
は
直
接
公
民
館

へ
（
金･

土・日
は
連
絡
不
可
）

◆
ク
レ
イ
ク
ラ
フ
ト
教
室

　
「
マ
イ
桃
雛
さ
ま
」
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

※
公
民
館
に
見
本
が
あ
り
ま
す
。

日
時　
1
月
22
日
㈬･

２
月
5
日

㈬　
全
2
回　
午
後
1
時
30
分

～
3
時
30
分

講
師　
浅
見　
麻
江　
先
生

定
員　
10
名

費
用　
１
５
０
０
円

用
意　
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、
ハ
サ
ミ

申
込　
1
月
14
日
㈫
午
後
1
時
30

分
か
ら
電
話
又
は
直
接
公
民
館

へ（
金･

土･

日
は
連
絡
不
可
）

◆
着
物
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室

　
帯
で
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
を
作
り
ま

す
。

※
公
民
館
に
見
本
が
あ
り
ま
す
。

日
時　
2
月
21
日
㈮
・
28
日
㈮　

全
2
回　
午
後
1
時
30
分
～
3

時
30
分

講
師　
横
倉　
恵
子　
先
生

定
員　
10
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
帯
を
ほ
ど
い
て
ア
イ
ロ
ン

を
か
け
た
も
の
、
裁
縫
道
具
、

型
紙
用
紙
（
カ
レ
ン
ダ
ー
な

ど
）、50

㎝
以
上
の
物
差
し
（
持

っ
て
い
る
方
）

申
込　
1
月
14
日
㈫
午
後
1
時
30

分
か
ら
電
話
又
は
直
接
公
民
館

へ（
金･

土･

日
は
連
絡
不
可
）

（右）ブレスレット
（左）ネックレス



くらしの情報 Station

令和２年１月１日号 2829

仁
手
公
民
館
☎
22-

３
５
３
８

◆
は
じ
め
て
の
太
極
拳
体
験
教
室

　
ゆ
っ
く
り
と
し
た
伸
び
や
か
な

動
き
で
全
身
を
緩
め
、
心
も
体
も

癒
し
ま
す
。

日
時　
１
月
21
日
㈫
・
28
日
㈫　

全
２
回　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

講
師　
井
田　
勝
三　
先
生

定
員　
12
名
（
先
着
順
）   　

費
用　
無
料

用
意　
運
動
す
る
服
装
、
上
履
き
、

汗
拭
き
用
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
込　
１
月
13
日
㈷
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
水
・
土
・

日
は
連
絡
不
可
）

◆
楽
し
い
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

　
と
て
も
可
愛
い
リ
ボ
ン
刺
繍
ポ

ー
チ
が
簡
単
に
で
き
ま
す
。

※
公
民
館
に
見
本
が
あ
り
ま
す
。

日
時　
２
月
12
日
か
ら
３
月
４
日

ま
で
の
毎
週
水
曜
日　
全
４
回

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

講
師　
湯
本　
晴
枝　
先
生

定
員　
12
名 （
先
着
順
）   　

費
用　
３
０
０
０
円

用
意　
裁
縫
道
具
、
筆
記
用
具

申
込　
１
月
14
日
㈫
午
後
１
時
30

分
か
ら
電
話
又
は
直
接
公
民
館

へ
（
水
・
土
・
日
は
連
絡
不
可
）

児
玉
中
央
公
民
館
（
セ
ル
デ
ィ
）

　
　
　
　
　

  

☎
72-

８
８
５
１

◆
シ
ュ
ロ
の
葉
の
バ
ッ
タ
作
り
教

室　
　
シ
ュ
ロ
の
葉
を
使
用
し
て
昆
虫

の
バ
ッ
タ
を
製
作
し
ま
す
。
本
物

と
見
ま
ち
が
う
ほ
ど
の
作
品
が
ど

な
た
で
も
で
き
ま
す
。

日
時　
2
月
3
日
㈪　
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

講
師　
片
桐　
正
富　
先
生

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

費
用　
５
０
０
円
（
材
料
代
）

用
意　
筆
記
用
具

申
込　
1
月
17
日
㈮
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
桃
や
桜
な
ど
春
を
詰
め
込
ん
だ

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
講
座

日
時　
2
月
9
日
㈰　
午
後
１
時

30
分
～
３
時

講
師　
山
梨　
き
く
江　
先
生

定
員　
12
名
（
先
着
順
）

※
子
ど
も
の
同
伴
・
作
成
可
（
要

問
合
せ
）。

内
容　

 

　
Ａ
コ
ー
ス　
ボ
ー
ル
ペ
ン
（
ケ

ー
ス
・
替
え
芯
付
）
と
プ
チ
ボ

ト
ル
の
セ
ッ
ト 

　
Ｂ
コ
ー
ス　
中
瓶
又
は
小
瓶
と

プ
チ
ボ
ト
ル
の
セ
ッ
ト

※
ど
ち
ら
か
選
択
。

費
用　
２
５
０
０
円（
各
コ
ー
ス
）

用
意　
ハ
サ
ミ
、ピ
ン
セ
ッ
ト（
持

っ
て
い
る
方
は
用
意
）、
手
拭

き
用
タ
オ
ル

申
込　
1
月
24
日
㈮
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

北
泉
公
民
館
☎
22-

２
４
８
４

◆
野
菜
た
っ
ぷ
り
「
つ
み
っ
こ
」

料
理
教
室

　
本
庄
名
物
「
つ
み
っ
こ
」
の
美

味
し
い
作
り
方
を
伝
授
し
ま
す
。

日
時　
１
月
29
日
㈬　
午
前
９
時

30
分
～
正
午

講
師　
武
州
本
庄
つ
み
っ
こ
研
究

会
の
皆
さ
ん

定
員　
16
名
（
先
着
順
）

費
用　
５
０
０
円

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
用
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

申
込　
１
月
15
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
金
・
土
・

日
は
連
絡
不
可
）

◆
キ
ム
チ
漬
け
教
室

　
本
場
韓
国
直
伝
の
キ
ム
チ
の
素

を
手
作
り
し
て
、
お
い
し
い
キ
ム

チ
を
作
り
ま
す
。

日
時　
２
月
６
日
㈭　
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

講
師　
松
本　
重
子　
先
生　

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
１
０
０
円

用
意　
薄
い
ゴ
ム
手
袋
、
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾
、
手
拭
き
用
タ
オ

ル
、
筆
記
用
具

申
込　
１
月
20
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
金
・
土
・

日
は
連
絡
不
可
）

共
和
公
民
館
☎
72-

０
３
３
７

◆
手
作
り
味
噌
教
室

　
国
産
大
豆
と
手
作
り
の
麹
を
使

い
、
添
加
物
を
一
切
使
用
し
な
い

安
心
安
全
な
美
味
し
い
味
噌
を
造

り
ま
す（
で
き
あ
が
り
は
約
５
㎏
）。

※
２
月
に
同
じ
講
座
を
開
催
予
定
。

日
時　
１
月
25
日
㈯　
午
前
９
時

～
11
時
30
分

講
師　
味
噌
作
り
友
の
会
の
皆
さ

ん
定
員　
12
名
（
先
着
順
）

費
用　
２
５
０
０
円

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
用
タ
オ
ル
、
持
ち
帰
り
用

容
器

申
込　
１
月
14
日
㈫
午
後
１
時
30

分
か
ら
電
話
で
公
民
館
へ（
月・

木
・
日
は
連
絡
不
可
）

◆
ベ
イ
ク
ド
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
作
り

教
室　
　
　
　
　
　
　
　

　
少
な
い
材
料
で
簡
単
に
で
き
る

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
使
っ
た
お
菓
子

作
り
で
す
。

日
時　
１
月
29
日
㈬　
①
午
前
10

時
30
分
～
正
午
、
②
午
後
１
時

30
分
～
３
時（
ど
ち
ら
か
選
択
）

講
師　
今
村　
悦
子　
先
生

定
員　
各
回
９
名
（
先
着
順
）

費
用　
５
０
０
円

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
用
タ
オ
ル

申
込　
１
月
15
日
㈬
か
ら
電
話
で

公
民
館
へ
（
月
・
木
・
日
は
連

絡
不
可
）

児
玉
公
民
館
（
ア
ス
ピ
ア
こ
だ
ま

内
）　  　
　

  

☎
72-

４
７
８
９

◆
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
）
教
室

　
基
礎
の
復
習
と
魅
力
的
な
文
書

編
集
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
１
月
25
日
か
ら
２
月
15
日

ま
で
の
毎
週
土
曜
日　
全
４
回

午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

講
師　
南　
徳
美　
先
生

定
員　
12
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
）

用
意　
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
（
貸
出

可
）、
筆
記
用
具

申
込　
１
月
15
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
月
・
木
・

日
は
連
絡
不
可
）

★今月の児童図書
生き抜くチカラ　　　　　為末　大　著
マンボウは上を向いてねむるのか
　　　　　　　　　　　澤井　悦郎　著
スパイ図鑑　　ヘレイン・ベッカー　著
とんでいったふうせんは
　　　　　　　ダナ・ウルエコッテ　絵

★今月の児童図書
キセキのスパゲッティー

山本　省三　作
くまくまパン いちにちパンやさん

西村　敏雄　作
こねこのトムのおはなし　

ビアトリクス・ポター　さく・え

新 着 図 書 案 内

児 玉 分 館

本　　館

開館時間／午前９時30分～午後６時15分
　　　　　木・金曜日のみ午後８時閉館（本館のみ）　

休 館 日／６日㈪、14日㈫、20日㈪、27日㈪、31日㈮（館内整理日）、
　　　 　２月３日㈪
ホームページアドレス／https://www.lib.honjo.saitama.jp/

江戸の終活

日本のカタチ　  

消えた時間割

やまねこのこんにちは

夏目　琢史　著　　光文社

藤田　久美子　著　グラフィック社

西村　友里　作　学研プラス

はせがわ　さとみ　作　あかね書房

本庄宿商人・戸谷半兵衛
氏をご存じでしょうか？
全国的に有名であった戸
谷家の遺言や教えが一部
分、紹介されています。
文章中には、半兵衛さん
の人柄や当時の様子が垣
間見えます。

森の奥の小さな家にひっ
こしてきたやまねこ。ご
近所さんにあいさつに行
こうとすると、動物たち
が自分のうわさをしてい
るのを聞いてしまい…。

★今月の一般図書
時空旅行者の砂時計　　方丈　貴恵　著
踊る町工場　　　　　　能作　克治　著
ケミストリー　　　ウェイク・ワン　著
暦と行事の民俗誌
　　　佐藤　健一郎・田村　善次郎　著
明智光秀　　　　　　　　菊池　寛　著

★今月の一般図書
グッドバイ　　　　　朝井　まかて　著
星と龍　　　　　　　　　葉室　麟　著
日本が消える日　　　　佐々木　類　著
すぐ書ける確定申告   須田　邦裕　監修
椅子に座ってできるシニアの１，２分間
筋トレ×脳トレ体操 51  斎藤　道雄　著
はじめての三国志　　　渡邉　義浩　著

図 書 館 だ よ り

たのしいおはなし会

◇本　　館
日時　１月11日㈯
　　　午前11時～11時30分
　　　１月25日㈯
　　　午後２時～2時30分
内容　｢お正月」をテーマとし

たおはなしや絵本、紙芝
居、人形劇など

協力　よみきかせサークル「本
庄ほんの会」のみなさん

◇児玉分館
日時　１月11日㈯　
　　　午前11時～11時30分
内容　｢冬」をテーマとした絵

本やおはなしなど
協力　こだまお話しの会・語り

の会「ことより」のみな
さん

本館☎ 24- ３７４６／児玉分館☎ 73- １７８３

本庄高校図書館地域開放日
（土曜日）

※貸出不可。閲覧のみ利用できます。
◎午前８時45分～午後４時30分
　１月18日、25日
◎午後０時45分～４時30分
　１月11日、２月１日
★本庄高校図書館☎21-１１９５

時間割に墨汁が飛び散っ
た、すると体育、算数、
総合…あったはずの時間
割が次々と消えていく。
墨汁が消したとおりに！
これって偶然？

生活用具、食、自然、和
模様、家紋、文字…。日
本にまつわるさまざまな
カタチをパッチワークパ
ターンにしたパターン
ブック。型紙作りや縫い
方といったパッチワーク
の基本も解説。

イ ベ ン ト

絵本とわらべうたのおはなし会

◇本　　館　
　１月９日㈭
　午前11時～11時30分
◇児玉分館　
　１月８日㈬
　午前11時～11時30分
対象　保育園・幼稚園入園前の
　　　お子さんと保護者
内容　絵本の読み聞かせやわら
　　　べうたなど

12月15日号に掲載した講座
『読み聞かせの基本−読書の
楽しさを伝える本選び・読み
方−』の開催日は、都合によ
り１月18日㈯から２月11日㈷
へ変更となりました。
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市 民 相 談 （１月〜２月）　相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    ※市役所の受付は、午前８時30分〜午後５時15分です。
相 談 名 相 談 日 時 な ど 会　場 問 い 合 わ せ

行 政 １月16日㈭・２月20日㈭　午後１時〜４時
市役所１階 市民相談室 

   　　 

法 律

１月８日㈬・15日㈬・22日㈬・23日㈭・29日㈬
 午後１時〜４時※23日の会場はアスピアこだま１階相談室
◎２月の相談日

弁護士に
よる相談

２月５日㈬・12日㈬　
午後１時〜４時　定員＝各日６名（先着順)

司法書士に
よる相談

２月26日㈬
午後１時〜４時   定員＝６名（先着順)

労 働 法 律 ２月19日㈬　午後１時〜４時   定員＝６名（先着順)
相談員＝弁護士

不 動 産 １月10日㈮・２月14日㈮　午後１時〜４時
相談員＝宅地建物取引士

年金・労働 ２月13日㈭　午後１時〜４時
相談員＝社会保険労務士

税 務 １月14日㈫・２月４日㈫　午後１時〜４時　
相談員＝税理士　

消 費 生 活
毎週月・水・木・金曜日（休日を除く）
午前９時30分〜正午、午後１時〜３時30分 市役所４階 商工観光課 商工観光課 ☎25-１１７５

毎週火・金曜日（休日を除く）
午前９時30分〜正午、午後１時〜３時30分

上里町役場２階
　　　　　産業振興課

上里町役場産業振興課
 ☎35-１２３２

人 権
１月14日㈫・２月４日㈫　午後１時〜４時 アスピアこだま１階 

相談室１ 市民活動推進課
  ☎25-１１１８１月28日㈫・２月25日㈫　午後１時〜４時 市役所１階　市民相談室

ＤＶ・女性 毎週月〜金曜日（休日を除く）
午前８時30分〜午後５時15分　

市役所３階
市民活動推進課

市民活動推進課
☎25-１１４４ ☎25-１１１８

家 庭 児 童 毎週月〜金曜日（休日を除く) 午前９時〜午後４時 市役所２階 子育て支援課 子育て支援課 ☎25-１１２９
（家庭児童相談室）

教 育
（不登校等）

毎週月〜金曜日（休日を除く) 午前９時30分〜午後３
時 ふれあい教室

（旧勤労会館２階）

教育支援センター
 ☎22-４２８７

教 育
（いじめ等）

毎週水曜日（休日を除く）電話相談：午後１時30分〜５時
※面談による相談は、電話相談の時間内に事前予約受付

子どもの心の相談員
 ☎21-７３３７

心 配 ご と

毎週月曜日（休日を除く） 
午後１時〜４時（受付は３時30分まで）
※相談時間中のご連絡は、☎21-８９７６へ

はにぽんプラザ２階
　　　　　　　相談室

本庄市社会福祉協議会
 ☎24-２７５５

第１・第３月曜日（休日を除く） 
午後１時〜４時（受付は３時30分まで）

アスピアこだま１階
　　　　　　　会議室

本庄市社会福祉協議会児玉支所
  ☎73-１２３７

結　　 婚 １月19日㈰・２月５日㈬
午後１時〜４時（受付は３時30分まで) ※相談時間中

のご連絡は、
☎21-８９７６
へ

はにぽんプラザ２階
　　　　　　　相談室

本庄市社会福祉協議会
 ☎24-２７５５介護の悩み １月10日㈮・24日㈮・２月14日㈮・28日㈮

午後１時〜４時（受付は３時30分まで)

成 年 後 見 １月14日㈫・28日㈫・２月25日㈫
午後１時〜４時（受付は３時30分まで)

成 年 後 見
（電話相談） 休日を除く月〜金曜日　午前９時〜午後５時 本庄市後見ほっとライン

☎0120-235-833 地域福祉課 ☎25-１１４２

高齢者相談 休日を除く月〜金曜日　午前８時30分〜午後５時15分
※担当する地域は、概ね中学校区域になります。

本庄市西地域包括支援センター　本庄市社会福祉協議会
（銀座１- １- １） ☎ 22- ７０８８
本庄市東地域包括支援センター　安誠園

（小和瀬 1666）  ☎ 22- ６２６２
本庄市南地域包括支援センター　シャローム　

（今井 1251-1） ☎ 23- ９５８０
児玉地域包括支援センター

（児玉町金屋 1302-1） ☎ 73- １５４５

・各種相談は予約制
・２月の相談予約は、１月20日㈪から受付開始       
　（先着順。受付開始日は電話予約のみ）
・同月に同じ相談を複数申し込みすることはでき
　ません

　各種相談日
●法律相談　　　　　　　　 ●行政相談 毎月第３木曜日
・弁 護 士　毎月第１・２水曜日 ●不動産相談 毎月第２金曜日
※奇数月第４木曜日（児玉会場） ●年金・労働相談 偶数月第２木曜日
・司法書士　毎月第３・４水曜日 ●税務相談 毎月第２火曜日
 （労働法律相談のある月は第４水曜日のみ）  
●労働法律相談（弁護士）５・８・11・２月の第３水曜日　
※祝休日のときは変更となります。

　　　☎25-１１１３
市民課☎25-１１１２
　　　☎25-１１１０

※埼玉県では無料の県民相談を実施しています。県民相談の詳細は、埼玉県ホームページをご覧ください。

相談名：弁護士・司法書士による法律相談、県職員による電話・面談相談、県職員によるインターネット県民相談、
　　　　弁護士による出張法律相談、交通事故相談等

●本庄市児玉郡医師会立本庄市休日急患診療所
　☎ 23- ３３２２

　本庄市保健センター内で、内科系の比較的症状が軽く、
入院の必要がない方の診療を行います。
※診療以外に関する問い合わせ・電話相談はご遠慮ください。

▼診療日　　日曜・休日・年末年始（12/30 〜１/ ３）・
　　　　　　平日木曜日夜間

▼診療時間　午前９時〜正午、午後１時〜４時、午後７時
　　　　　　〜 10 時（平日木曜日夜間は午後８時〜 10 時）

●在宅当番医療機関　▶診療時間  午前９時〜正午

１月５日㈰ たにかわ眼科クリニッ
ク本庄早稲田の杜

早稲田の杜
３丁目 ☎24-１１２１

１月12日㈰ 堀川病院 本庄１丁目 ☎22-２１６３

１月13日㈷ 松本産婦人科医院 千代田１丁目 ☎24-３３７７

１月19日㈰ 森田整形外科クリニック 小島 ☎23-１６１０

１月26日㈰ よしはら整形外科 児玉町長沖 ☎73-１５７５

２月２日㈰ 飯塚耳鼻咽喉科医院 上里町神保原町 ☎34-２３１３

●困ったときは電話相談を！
ほんじょう健康相談ダイヤル 24（相談料・通話料無料）
☎ 0120-122-885
　健康・医療・出産・育児・介護などの相談、医療機関
情報の提供を行います。（市内在住者が対象）

▼受付時間　24 時間・年中無休
埼玉県救急電話相談（通話料利用者負担）
☎＃ 7119
　救急医療相談に看護師が対応します。健康相談・育児
相談には対応しません。（大人・小児共通）
※ IP 電話、ひかり電話、ダイヤル回線からは☎ 048-824-4199

▼受付時間　24 時間・年中無休
下記の電話番号からも救急電話相談が利用できます。
○大人の救急電話相談　＃ 7000
○小児救急電話相談　　＃ 8000 又は☎ 048-833-7911

休日・夜間の急病のときは…

医療メモ 頭頚部に見られる帯状疱疹について    本庄市児玉郡医師会広報部　　　

★ 119 番は緊急時（火災やけが人など）の受付専門
電話番号です。医療機関情報については、児玉郡市広
域消防本部指令課☎ 24- １１１９でご案内しています
のでご利用ください。診療科目によっては県外や児玉
郡市以外の病院をご案内する場合もあります。

　皆さんは、帯状疱疹という病気をご存じでしょうか。
　よく知られる症状は、身体の左右どちらか一方に、ぴ
りぴりと刺すような痛みと、これに続いて赤い斑点と小
さな水ぶくれが帯状に表れる病気です。
　幼少時に罹

りかん
患する水痘（水ぼうそう）は、水痘帯状疱

疹ウイルスの感染によって発病する伝染病ですが、この
ウイルスは水痘が回復したあとも体内、特に神経組織に
潜伏することが知られています。その後、加齢、体調等
による免疫力の低下が起こるとウイルスの再活性化が起
こり、神経そのものを障害したり、神経をたどり皮膚や
粘膜に発疹を起こしてくる病態が帯状疱疹です。
　頭頚部でも以下のような皮膚粘膜の発疹や神経障害を
起こします。
１　顔面の知覚神経（三

さんさ
叉神経）を介して顔面への発疹

と痛み。

２　顔面の運動神経（顔面神経）を介しての顔面麻痺。
さらに顔面麻痺に難聴、めまいといった耳の神経（内
耳神経）障害症状、外耳周囲の発疹を伴うものをハン
ト症候群といいます。
３　外耳（耳の穴）、中耳（鼓膜とその内側）やのどの
知覚神経（舌

ぜついん
咽神経）を介しての耳痛、咽頭痛、咽頭

の発疹。
４　先にでましたが耳の神経（内耳神経）を介しての難
聴、耳鳴、めまい。
　以上、主な症状をあげました。頭頚部の神経は、脳神
経と呼ばれデリケートな感覚や知覚、表情やのど、舌の
運動に関与する神経群のため、いったん症状が出現する
とかなり苦痛を伴います。また帯状疱疹は、20 歳以下
の若年者、時には小児にも発症しますので、健康で成人
病等の既往歴のない方、若年者の脳神経症状（特に内耳
神経）は、この病気の関与を疑わせます。

※健康保険証を持参してください。
※夜間の診療は午後９時 45 分までに受付をしてください。

みんなのみんなの健康ガイド健康ガイド
健やかで安心して暮らせるまちへ
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　子どもの好き嫌いは、ほとんどのママやパパが直面する悩みです
ね。未来ある子どもにしてあげられることは何か？親の気持ちに寄
り添って、長年食育の活動を行い、親子料理教室をはじめ、テレビ
や雑誌、講演会など多方面で活躍中の講師をお招きしての講演会です。
　子育て中の多くの方にハッピーになって欲しいという願いを込め
て開催します。ご参加お待ちしています！
●日時　２月27日㈭　午後１時30分～３時（受付　午後１時～）
●会場　本庄市保健センター
●講師　松成　容子　氏（ＮＰＯ法人食育研究会Ｍｏｇｕ　Ｍｏｇｕ
　　　　代表理事、食の編集ライター）
●対象　市内在住の特に幼児期のお子さんをもつ保護者等　
●定員　40名（先着順）　　●費用　無料
●申込　１月20日㈪から電話又は直接下記へ
★健康推進課（保健センター内）☎24-２００３

子育て世代向け食育講演会

子育てハッピーアドバイス
～笑顔いっぱい食育の巻～

  親子名作映画劇場
　本庄市青少年育成市民会議では、親子のふれあ
いを通した青少年の健全育成を願い、親子名作映
画劇場を開催します。
　上映作品は「ペット」です。　親子での参加に
限らず、みなさんのご来場をお待ちしています。
●日程　２月15日㈯
●会場・時間
　セルディ　午前10時～
　市民文化会館　午後２時30分～
●費用　無料　　
※申込不要です。直接会場へお越しください。
★生涯学習課☎22-３２４８

子育て支援のお知らせ

※お子さんの成長や育児、栄養に関するご相談は、随時受け付けています。ご心配なことがありましたら、健康推進課（保健センター
内）までご連絡ください。また、計測をご希望の方は、子育て支援センター・児童センターでも実施しています。

●ママサロン（協力：本庄子育てネット）　　会場：いずみ保育所子育て支援センター☎ 22- ４８９１
イベント 内容 日時 対象 申込

ママサロン
親子で楽しめる歌や手遊
び、読み聞かせ、育児相
談

１月14日㈫・21日㈫・28日㈫
２月４日㈫・18日㈫・25日㈫
午前10時30分～11時30分

お子さんと保護者
（初めての参加者も
大歓迎）

不要です。直接いずみ保育
所子育て支援センターへ

●赤ちゃんを迎える準備　会場：健康推進課（保健センター内）☎ 24- ２００３　　はにぽんチャレンジ対象事業
イベント 内容 日時 対象 申込

おや親タマゴ
「はじめて生活
with ベビー」

妊娠中の生活・栄養・赤
ちゃんのお風呂の入れ方・
妊婦体験など

１月18日㈯・２月15日㈯
午前９時30分～正午
※終了時刻は前後する場合があります。

これからママ・パパ
になる人 随時受付

●赤ちゃんが生まれたら　会場：健康推進課（保健センター内）☎ 24- ２００３　　はにぽんチャレンジ対象事業
イベント 内容 日時 対象 申込

母乳相談
母乳の量、授乳の仕方等に
関する母乳相談
※はにぽんチャレンジ対象外

１月22日㈬・２月21日㈮午前９時30
分～11時（30分ごとに実施）　
※１月22日はアスピアこだまで実施。

生後４か月頃まで
のお子さんとその
保護者

定員あり。各実施月の１日
から健康推進課へ
※初回相談者のみ。

ラッコクラス 赤ちゃんのこころ １月９日㈭・２月６日㈭
午前10時～11時30分

生後２～４か月のお
子さんと保護者 ３日前までに健康推進課へ

コアラクラス

ママといっしょに！
親子ふれあい体操

２月５日㈬
午前10時～11時30分 令和元年７～８月生

まれのお子さんと保
護者

２月１日㈮までに健康推進
課へ楽しくおいしく

うきうき離乳食♪
２月14日㈮
午前９時30分～午後０時30分

小学生の科学実験教室
　楽しい科学実験をします。
●日時　１月25日㈯　午後１時30分～
●対象　小学生　　●定員　10名（先着順）
●費用　無料　　　●用意　飲み物
●申込　１月11日㈯から電話又は直接前原児童センターへ

前原児童センターのイベント☎ 21- ９８２０日の出児童センターのイベント☎ 21- ０４２０

卓球教室
　ラケットの持ち方やルールを学びましょう。
●日時　２月15日㈯　午後２時～３時
●講師　石川　学　先生　　●対象　小学生
●定員　10名（先着順）　　●費用　無料
●用意　上履き、汗拭き用タオル、飲み物
●申込　２月１日㈯から電話又は直接日の出児童センターへ

バレンタインチョコ作り教室
　かわいい手作りチョコを作ってみよう。
●日時　２月８日㈯　午後１時30分～
●対象　小学生　　●定員　10名（先着順）
●費用　100円（当日集金）
●用意　エプロン、マスク、バンダナ、手拭き用タオル
●申込　１月25日㈯から電話又は直接前原児童センターへ

 ●児童センターの催し（申込は午前９時から）

スポーツ遊び教室
　手作りの遊び道具で、ゲーム感覚で楽しく体を動かしましょう。
●日時　１月25日㈯　午後２時～３時
●講師　石川　学　先生　　●対象　５歳～小学生
●定員　20名（先着順）　　●費用　無料
●用意　上履き、汗拭き用タオル、飲み物
●申込　１月11日㈯から電話又は直接日の出児童センターへ
※未就学児は必ず保護者同伴でお願いします。

チョコレートのお菓子をつくろう
　おいしいチョコレートブラウニーの作り方を教わりましょう。
●日時　２月８日㈯　午後２時～
●講師　食生活改善推進員　　●対象　小学生
●定員　12名（先着順）　　　●費用　100円（当日集金）
●用意　エプロン、マスク、バンダナ、手拭き用タオル、
　　　　飲み物
●申込　１月18日㈯から電話又は直接児玉児童センターへ

児玉児童センターのイベント☎ 71- ６８０５

ママパパビクス　　　　　 はにぽんチャレンジ対象事業
　乳幼児とふれあい体を動かして、心とからだをリフレッ
シュしてみませんか。
●日時　２月８日㈯　午前10時30分～11時30分
●講師　入　美由紀　先生　　
●対象　乳幼児と保護者（乳児は首がすわっていること）
●定員　20組（先着順）　　●費用　無料
●用意　運動する服装、上履き、汗拭き用タオル、飲み物
●申込　１月25日㈯から電話又は直接日の出児童センターへ

●つどいの広場（乳幼児の親子の交流の場）
　０歳～就学前の子と保護者の皆さんが自由に交流できる広場です（事前予約不要）。
　子育てに関する相談も受けていますので、お気軽にご参加ください。
日時　月・水・金曜日（休日を除く）　午前９時～午後２時

親子でふれあうあそびの講座（午前 10 時～ )
　つどいの広場の中で乳幼児の親子で楽しめる参加自由（内容により制限あり）の講座を開催しています。下記以外にもたく
さんの講座があります。詳しくは各児童センター等で配布するおたより又は市ホームページをご覧ください。

※下記の４講座は　　 はにぽんチャレンジ対象事業  です。

ホームページで
詳しくチェック！！

児童センター 前原児童センター☎ 21- ９８２０、日の出児童センター☎ 21- ０４２０、
児玉児童センター☎ 71- ６８０５

　児童センターは主に小学生までの児童が自由に集い、遊べる場所です。また、
小さいお子さんを連れたお母さんたちの交流の場としてもご利用ください。

利用時間　月～土曜日 ( 休日・年末年始除く )
　　　　　午前９時～午後５時 

◆らくちん子育てのヒント　講師　埼玉県家庭教育アドバイザー
開催日　　前　原：１月24日㈮・日の出：１月31日㈮
　　　　　児　玉：１月20日㈪
　先輩ママやアドバイザーさんと気軽におしゃべりしま
せんか。子育て中の悩みなどを話して、あなたらしい子
育てを見つけましょう。お子さんと一緒にお気軽にご参
加ください。

◆ふれあいあそび　　講師　小川　俊彦　先生　
開催日　　前　原：１月31日㈮・日の出：１月24日㈮
　　　　　児　玉：１月17日㈮
　たくさんのオリジナルの手遊びソングにあわせて親子
でふれあって遊びます。ギターなどが奏でる音楽に合わ
せて、親子で一緒に楽しく笑ってふれあいましょう。

◆ママパパビクス　　講師　入　美由紀　先生　
開催日　　前　原：１月22日㈬・日の出：３月４日㈬
　　　　　児　玉：２月10日㈪
　楽しい軽快な音楽に合わせて親子でからだを動かして
みませんか。“親子で楽しむ”ことを第一にダンスした
り、マットやトンネルなど用具を使って筋力アップ＆ス
トレス解消で心もからだもリフレッシュしましょう。

◆リトミック　　講師　小川　豊子　先生　
開催日　　前　原：１月15日㈬・日の出：１月29日㈬
　　　　　児　玉：２月５日㈬
　音楽を使って楽しく子どもの発達をうながします。お
話やお絵かき、楽器を持ったり、リズム遊びなど楽しい
時間が過ごせます。

イベントイベント
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お知らせ

児童手当・（特別）児童扶養手当をご存じですか？
★子育て支援課☎ 25- １１３０、支所市民福祉課☎ 72- １３３３

　次代の社会を担う児童の家庭を経済的に支援することを目的とした福祉制度があります。
申請し、認定されると、申請した月の翌月分からが支給の対象となります。また、各手当は
重複して受給することもできます。該当する方は早めの手続きをお願いします。

児童手当・特例給付 児童扶養手当 特別児童扶養手当

制
度
内
容

児童の家庭等における生活の安定及び
健全育成のために、児童を育てている
方に手当を支給する制度

父、又は母と生計が異なる児童を育て
ている方などに手当を支給する制度

精神、又は身体に一定の障害がある児
童を育てている方に手当を支給する制
度

手
当
を
受
け
ら
れ
る
の
は
…
？

中学校修了前（15歳になる日以後の最
初の３月31日まで）の児童を育ててい
る方で、家計を支えている方
※請求者は、父母ともに児童を養育し
ている場合、原則として所得の高い方
になります。
※公務員は職場での申請となります。

父母の離婚、死亡などによって、父、
又は母と生計が異なる児童を育ててい
る方や児童を育てている父、又は母に
一定の障害がある方など
※児童とは18歳になった年の年度末ま
で（ただし、一定の障害のある児童の
場合は20歳未満まで）。
※児童が施設などに入所している場合
は受けられません。

精神、又は身体に一定の障害がある20
歳未満の児童を育てている方
※児童が障害による公的年金を受け取
ることができる場合、又は施設などに
入所している場合は受けられません。

ただし、申請する方やその配偶者及び同居等生計が同じ扶養義務者（申請者の
直系血族、兄弟姉妹）の所得が制限額を超える場合は受けられません。

手
当
の
月
額
（
令
和
２
年
度
）

＜所得制限限度額未満の場合＞
・児童手当
３歳未満の児童　月額15,000円
３歳以上小学校修了前
･･･第１･２子　  月額10,000円
･･･第３子以降     月額15,000円
中学生　　　　    月額10,000円
※第○子とは、18歳になる日以後の最
初の３月31日までの児童の順番です。
＜所得制限限度額以上の場合＞
・特例給付　　月額 一律5,000円

＜全部支給の場合＞
●１人目支給額　　月額　42,910円
●２人目加算額　　月額　10,140円
●３人目以降加算額　月額 　6,080円
※毎年物価スライドによる見直しがあ
ります。
※所得や公的年金の受給状況に応じた
支給停止措置（減額など）がありま
す。

●重度障害の児童　月額　52,200円
●中度障害の児童　月額　34,770円
※毎年物価スライドによる見直しがあ
ります。

お知らせ

子ども医療費の登録はお済ですか？
　　　　　　　　　★子育て支援課☎25-１１３０

支所市民福祉課☎72-１３３３
　市内に住所があり、医療保険に加入している18歳の
年度末までの子どもの医療費等を支給します。利用す
るには、事前登録が必要です。
　原則、登録申請日から支給対象となりますが、出生
日や転入日の翌日から15日以内に申請すると、出生日
や転入日が支給対象となります。

登録場所　子育て支援課（市役所２階）、支所市民福
祉課（アスピアこだま内）

※「重度心身障害者医療費受給者証」を持っている子
どもは、登録不要です。
用意　子どもの健康保険証（できていなくても仮登録

をしてください）、家計の主宰者名義の通帳（父母
ともに子どもと同居し養育している場合は、原則所
得の高い方）、印鑑（朱肉を使うもの）

お知らせ

新入学児童入学説明会を開催
★学校教育課☎25-１１４９

　４月に小学校へ入学する児童（平成25年４月２日～
平成26年４月１日生まれ）の保護者を対象に、入学説
明会を実施します。
　対象児童のいるご家庭には、１月中旬に「入学通知
書」及び「入学説明会のご案内」を郵送しますので、
詳細はそちらでご確認ください。
※中央小学校及び金屋小学校は、就学時健康診断時に
案内を配布済みです。
※通知が届かない場合は、学校教育課（市役所４階）
へお問い合わせください。

学校名 実施日 受付時間
本庄東小 １月31日㈮ 午後１時50分～２時10分
本庄西小 １月23日㈭ 午後１時～１時10分
藤田小 １月31日㈮ 午後１時～１時25分
仁手小 １月30日㈭ 午後１時～１時10分
旭小 ２月５日㈬ 午後１時30分～１時45分

北泉小 １月31日㈮ 午後１時30分～１時40分
本庄南小 １月30日㈭ 午後１時30分～１時45分
中央小 １月31日㈮ 午後２時30分～２時45分
児玉小 １月31日㈮ 午後１時～１時20分
金屋小 ２月７日㈮ 午後２時～２時15分
秋平小 １月24日㈮ 午後１時30分～１時45分
共和小 １月22日㈬ 午後１時30分～２時

子育て支援のお知らせ子育て支援のお知らせ

HAPPY BIRTHDAY　　１月生まれのみんな

柴
しばざき

﨑 蓮
れん

ちゃん
６歳　児玉町蛭川

田
た な か

中 大
や ま と

和ちゃん
６歳　五十子

安
あんざい

齋 翔
しょう

ちゃん
５歳　駅南

高
た か だ

田 昇
しょう

ちゃん
５歳　駅南

片
かたやなぎ

柳  楓
かえで

ちゃん
４歳　南

木
き ぐ ち

口 結
ゆ あ

葵ちゃん
４歳　児玉町金屋

佐
さ と う

藤 永
えい

ちゃん
２歳　小島

長
は せ べ

谷部 雄
ゆ う き

紀ちゃん
２歳　五十子

小
お ざ わ

澤 平
さねよし

祥ちゃん
１歳　下野堂

谷
たにぐち

口 侑
ゆ う か

花ちゃん
１歳　東台

野
の ざ わ

澤 海
あ が た

刀太ちゃん
１歳　小和瀬

渡
わたなべ

辺 莉
り の

希ちゃん
１歳　児玉町金屋　

あて先　〒367-8501　本庄市本庄3-5-3　本庄市役所広報課広報係☎25-１１５５
　　　　  omedetou@city.honjo.lg.jp　※締切は１月10日㈮（必着）

２月にお誕生日を迎える小学校就学前のお子さんの写真を募集中です。顔のはっき
り写ったお子さんの写真、氏名、ふりがな、住所、生年月日、保護者の氏名、連絡
先を記入のうえ、下記のあて先へ郵送、メール又は直接持参してください。
※応募多数の場合抽選（未掲載のお子さんが優先）。応募写真は返却できません。

山
やました

下 柊
しゅうた

太ちゃん
１歳　駅南

大
おおさわ

沢 侑
ゆうせい

誠ちゃん
１歳　栄

   子ども医療費の適正化にご協力ください
　緊急時以外は、平日昼間の診療時間内に受診しましょう。
　医療費の削減のためジェネリック医薬品の使用にご協力ください。
                                                               ★子育て支援課☎ 25- １１３０
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を採用しています。を採用しています。

マチを
好きになる
アプリ

アプリ「マチイロ」アプリ「マチイロ」
で広報ほんじょうで広報ほんじょう
を配信しています。を配信しています。

※広報ほんじょうおしらせ版1月15日号はお休みです。広報ほんじょう２月号は１月31日㈮発行です。
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